
　７月１日㈰農村広場において栄村ソフトボール夏季大
会が農村広場において開催されました。
　当日は３チームが参加し、優勝を目指し熾烈な勝負が
繰り広げられました。
　激戦の中、見事「東部ＭＯＤＯＫＩ」チームが優勝を果
たしました。今後、秋季大会も９月９日㈰に予定されて
いますので、大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

～栄村ソフトボール夏季大会～ 主な内容

広　報
発行／栄村役場

平成30年

第416号
7月号

■５月25日発生した地震について
■栄村ポンプ操法大会報告ほか
■サイクリングボランティア募集ほか
■栄村福祉医療費給付金事業について
■老人クラブたよりほか
■保健だより
公民館報（第323号）
北信広域連合広報紙『ふるさと北信濃2018夏号』
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（2）広 報 さ か え平成30年７月１日

　

平
成
30
年
5
月
25
日
㈮
21
時
13
分
、

長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
震
度
5
強

の
地
震
が
再
び
栄
村
を
襲
い
ま
し
た
。

（
秋
山
地
区
震
度
3
）

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
村
内
で
は
、
住

宅
の
一
部
損
壊
や
田
ん
ぼ
に
亀
裂
が
入

る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に
栄
村
地

震
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
被
害
状

況
の
確
認
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
消
防
団
の
皆
さ
ん
か
ら
、
住
民

の
安
否
状
況
に
つ
い
て
迅
速
に
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
幸
い
に
し
て

こ
の
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
の
記
録

○
5
月
25
日
㈮

21
時
13
分　

地
震
発
生
【
震
度
5
強
】

　
　
　
　
　
栄
村
地
震
災
害
警
戒
本
部
設
置

21
時
35
分　

本
部
会
議
（
1
回
目
）

21
時
58
分　

長
瀬
集
落
自
主
避
難

　
　
　
　
　
（
長
瀬
公
民
館　

33
名
）

22
時
30
分　

全
集
落
安
否
確
認
完
了

23
時
00
分　

本
部
会
議
（
2
回
目
）

23
時
10
分　
長
瀬
集
落
自
主
避
難
者
帰
宅

23
時
40
分　

切
欠
集
落
自
主
避
難

　
　
　
　
　
（
切
欠
公
民
館　

23
名
）

　
　
　
　
　

第
3
分
団
切
柳
班
切
欠　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
落
夜
間
警
戒

※
地
震
災
害
警
戒
本
部
設
置
の
ま
ま

　

第
二
次
警
戒
配
備
へ
移
行

○
5
月
26
日
㈯

0
時
00
分　

消
防
団
自
宅
待
機
指
示

0
時
10
分　

本
部
会
議
（
3
回
目
）

5
時
00
分　
切
欠
集
落
自
主
避
難
者
帰
宅

　
　
　
　
　

第
3
分
団
切
柳
班
解
散

５
時
25
分　
村
長
が
国
土
交
通
省
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

　
　
　
　
　
ー
に
搭
乗
し
、
上
空
か
ら
状
況
確
認

7
時
50
分　

本
部
会
議
（
4
回
目
）

8
時
00
分　
村
職
員
に
よ
る
被
害
確
認
、調
査
実
施

11
時
30
分　

本
部
会
議
（
5
回
目
）

13
時
30
分　

本
部
会
議
（
6
回
目
）

※
役
場
の
宿
日
直
を
本
部
職
員
1
名　

　

増
員
で
情
報
収
集
を
行
う

○
6
月
4
日
㈪

17
時
00
分　

地
震
災
害
警
戒
本
部
解
散

震
度
５
強
の
地
震
が

再
び
栄
村
を
襲
う

▲建物の壁が地震の影響で剥がれる（長瀬）

集落別被害状況（報告いただいたもの、役場で確認したもの）

集落名
被害項目

住宅・物置 農地・水路 その他
白　鳥 1
平　滝 2 3
横　倉 2
青　倉 1

森 5 1
泉　平 1
月　岡 1
小　滝 1
野田沢 1
大久保 1
志久見 1
柳在家 1
切　欠 3 1
長　瀬 4 4 3
原　向 2 8 1
笹　原 2 2
当　部 1
坪　野 1
北　野 2 1
中　野 2 1
極　野 1

計 22 25 14

●地震回数（平成30年6月25日現在）
25日
　21時13分 震度５強発生（10秒程ゆれる）
　21時14分 余震　震度1 
　21時15分 余震　震度2
　21時23分 余震　震度2
　21時24分 余震　震度2
　21時28分 余震　震度2
　21時59分 余震　震度1
　22時00分 余震　震度1
　22時56分 余震　震度3
26日
　 2時20分 余震　震度1
　 2時37分 余震　震度1
　 2時40分 余震　震度1
　 4時30分 余震　震度1
　 5時49分 余震　震度2
　12時50分 余震　震度1
　17時20分 余震　震度1
27日
　 7時45分 余震　震度1
　 9時37分 余震　震度2
28日
　 1時17分 余震　震度1
6月3日
　 1時30分 余震　震度1
6月9日
　17時56分 余震　震度1
6月21日
　15時49分 余震　震度1
震度５強（1）・震度3（1）・
震度2（6）・震度1（14回）

計22回



広 報 さ か え（3） 平成30年７月１日

　

今
回
発
生
し
た
地
震
に
つ
い
て
７
年

前
の
長
野
県
北
部
地
震
の
研
究
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
新
潟
大
学
の
卜う

ら

部べ

厚あ
つ

志し

教
授
か
ら
次
の
と
お
り
分
析
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
5
月
の
地
震
活
動

　

志
久
見
川
流
域
の
堺
地
区
を
中
心
と

し
た
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
本
震
と
余

震
活
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

地
震
は
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
地
震
活

動
が
発
生
し
て
お
り
、
本
震
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
が
5
程
度
と
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
余
震
活
動
も
急
速
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
推
移
か
ら
み
る
と
最
初
の
1
時

間
で
62
回
、
次
の
1
時
間
で
45
回
の
余

震
を
記
録
し
、
最
初
の
24
時
間
で
は

2
9
9
回
の
余
震
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
余
震
は
2
日
目
で
は
64

回
、
さ
ら
に
3
日
目
で
は
19
回
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
急
速
に
、
余
震

活
動
は
減
少
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
余
震
の
回
数
に
つ
い
て
は
１
未
満
も

　

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
5
月
の

　
　
　
　
地
震
活
動
の
位
置

　

2
0
1
1
年
の
余
震
活
動
の
分
布
と

今
回
の
2
0
1
8
年
の
震
源
位
置
を
比

▶
地
割
れ
し
た
水
田

較
す
る
と
、
2
0
1
1
年
の
最
初
の
破

壊
領
域
で
の
余
震
活
動
の
範
囲
内
に
あ

り
ま
す
。
今
回
の
余
震
の
位
置
や
深
度

か
ら
み
る
と
、
2
0
1
1
年
の
本
震

断
層
の
余
震
活
動
範
囲
の
範
疇
で
あ

り
、
し
い
て
言
え
ば
、
今
回
の
活
動
は
、

2
0
1
1
年
よ
り
も
や
や
東
側
の
浅
い

部
分
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
分
布
か
ら

判
断
す
る
と
、
2
0
1
1
年
の
本
震
の

震
源
（
破
壊
領
域
）
の
浅
い
部
分
で
の

割
れ
残
り
部
分
が
活
動
し
た
も
の
と
推

察
で
き
ま
す
。
新
た
な
震
源
へ
の
連
動

地
震
で
あ
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
、
新
た
な
活
動
域
へ
の
進
展
で
は

な
く
、
2
0
1
1
年
の
破
壊
域
の
範
疇

と
判
断
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
防
災
に
つ
い
て

　

地
質
学
的
に
は
、
栄
村
地
域
は
日
本

列
島
の
単
位
の
地
震
活
動
で
見
た
場

合
、
東
北
地
方
よ
り
西
側
の
地
域
を
分

け
る
大
き
な
境
界
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
地
殻
に
か
か
る
力
の
境
目
と
い
う

場
所
に
あ
り
ま
す
。
2
0
1
1
年
の
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
よ
う
な
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
レ
ベ
ル
の
巨
大
地
震
で

は
、
そ
の
影
響
範
囲
は
大
き
く
、
影
響

す
る
期
間
も
10
～
50
年
程
度
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
東
北
地
方
が
大
き
く
ゆ

が
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
影
響
は
徐
々

に
小
さ
く
な
り
な
が
ら
も
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
5
月
の
地
震
活
動
は
、
地
震
規

模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
深
度
が
浅
い
た

め
、
直
上
の
地
域
で
は
大
き
な
ゆ
れ
が

発
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
1

年
の
栄
村
の
地
震
の
本
震
の
規
模
に
比

べ
て
今
回
の
地
震
の
規
模
は
1
0
0
か

ら
5
0
0
分
の
１
程
度
で
す
。通
常
は
、

2
0
1
1
年
の
本
震
に
よ
っ
て
歪
が
概

ね
解
消
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
の
地
震
活

動
と
考
え
ら
れ
ま
す
。今
回
の
地
震
は
、

2
0
1
1
年
の
破
壊
領
域
内
で
の
出
来

事
で
あ
る
こ
と
か
ら
急
速
に
終
息
し
、

今
後
2
0
1
1
年
の
破
壊
領
域
内
で
の

地
震
活
動
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
低
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
質
学
の
時
間
ス
ケ
ー

ル
で
は
、
2
0
1
1
年
か
ら
の
7
年

は
、
い
ま
だ
に
影
響
を
受
け
る
期
間
内

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
地
震
は
、
2
0
1
1
年
の
地
震
に
よ

る
破
壊
領
域
内
で
の
余
震
活
動
（
7
年

経
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
地
震
は

2
0
1
1
年
の
地
震
の
余
震
と
判
断
で

き
ま
す
）
は
今
後
、
急
速
に
減
少
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
長
期
的

な
視
点
で
の
防
災
か
ら
み
る
と
志
久
見

川
流
域
は
、
東
北
地
方
と
そ
れ
以
西
と

い
う
大
き
な
単
位
で
の
日
本
列
島
の
境

界
部
で
す
の
で
単
独
で
の
地
震
活
動
、

大
き
な
地
震
に
連
動
し
て
の
地
震
活
動

が
考
え
ら
れ
る
特
殊
な
地
域
で
す
。

　

今
後
の
地
震
に
つ
い
て
も
2
0
1
1

年
の
規
模
を
越
え
る
可
能
性
は
低
い
と

考
え
ま
す
が
、“
直
下
型
の
中
規
模
地

震
”
＋
“
震
源
が
浅
い
の
で
結
構
揺
れ

る
”、
特
異
な
場
所
と
し
て
、
日
ご
ろ

よ
り
留
意
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
家

屋
の
耐
震
強
化
は
も
と
よ
り
、
地
震
に

対
応
で
き
る
集
落
で
の
備
え
、
ひ
い
て

は
こ
ま
め
な
雪
下
ろ
し
な
ど
、“
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
い
ろ
い
ろ
な
要
因
で
小

さ
い
地
震
が
起
こ
る
場
所
”
と
し
て
継

続
し
た
備
え
が
必
要
で
す
。

※
2
0
1
8
年
5
月
23
日
の
地
震
に
つ

い
て
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
お
よ

び
気
象
庁
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
資

料
か
ら
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。



（4）広 報 さ か え平成30年７月１日

　

6
月
4
日
㈪
栄
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
小
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
と
一

般
会
員
一
同
が
集
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
団
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
団
結
式
終
了
後
に
は
各

ク
ラ
ブ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
普

段
体
験
で
き
な
い
他
の
ク
ラ
ブ
活
動
を

行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
ス

ポ
ー
ツ
に
携
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
6
月

26
日
㈫
に
第
1
回
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
定
期
的
に
体

験
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

6
月
24
日
㈰
に
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ

ー
場
に
お
い
て
平
成
30
年
度
栄
村
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

村
内
3
分
団
か
ら
各
1
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
安
全
で
正
確
か
つ
迅
速
な
操
法

技
術
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
優
勝
し
た
第
２
分
団

（
中
央
部
）
は
7
月
8
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
北
信
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

　

・
優
勝　
　

第
２
分
団

　

・
準
優
勝　

第
３
分
団

　

・
第
３
位　

第
１
分
団

　

地
震
等
の
災
害
に
よ
り
人
的
被
害
の

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
村
か

ら
次
表
の
と
お
り
避
難
情
報
を
発
令
し

ま
す
。
発
令
さ
れ
た
場
合
は
迅
速
な
避

難
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
局
地
的
な
豪
雨
等
で
危
険
性

を
感
じ
た
時
は
、
村
か
ら
の
避
難
情
報

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
判
断
で

直
ち
に
避
難
し
て
下
さ
い
。

平
成
30
年
度

さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

団
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

栄
村
ポ
ン
プ
操
法

大
会
開
催

避
難
情
報
の

種
類
に
つ
い
て

▲団結式において誓いの言葉を発表した
髙橋未優乃さん（右）、岡優希菜さん（左）

▲優勝した第2分団（中央部）の選手たち

村が発令する避難情報の種類

 期間  平成30年7月22日㈰～7月31日㈫

　スローガン　　思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔（長野県交通安全スローガン）
【運動の基本】　子供と高齢者の交通事故防止
【運動の重点】　①生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
　　　　　　　②飲酒運転の根絶

種　　類 内　　　　　　容
避難準備・
高 齢 者 等
避 難 開 始

○避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある方、
乳幼児等）とその支援者は避難を開始しましょう。

○その他の人は、避難の準備を整えましょう。

避 難 勧 告

○速やかに避難場所へ避難をしましょう。
○外出することでかえって命に危険が及ぶような状況で
は、近くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全
な場所に避難をしましょう。

避 難 指 示
（ 緊 急 ）

○避難していない人は、緊急に避難場所へ避難をしまし
ょう。

○外出することでかえって命に危険が及ぶような状況で
は、近くの安全な場所への避難や、自宅内のより安全
な場所に避難をしましょう。

夏の交通安全やまびこ運動が実施されます夏の交通安全やまびこ運動が実施されます

長野県の悪い交通マナー　 ウインカーを出すのが遅い、強引な右折。気をつけましょう！
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岳
北
広
域
行
政
組
合

職
員
募
集

自
衛
官
等
募
集

看
護
職
員(

看
護
師
・

助
産
師)

募
集

第
２
回
看
護
職
の
た
め

の
巡
回
相
談

　

今
年
度
の
自
衛
官
等
募
集
内
容
に
つ

い
て
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〈
航
空
学
生
〉

◆
概
要　

高
校
卒
業
後
、
大
空
で
活
躍

す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
最

短
コ
ー
ス

◆
資
格　

高
卒
・
21
歳
未
満
の
者
（
空

自
）・
23
歳
未
満
の
者（
海
自
）

◆
一
般
受
付　

７
月
１
日
～
９
月
７
日

〈
一
般
曹
候
補
生
〉

◆
概
要　

自
衛
隊
の
中
核
と
な
る
自
衛

官
を
目
指
す
。

◆
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
受
付　

７
月
１
日
～
９
月
７
日

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

◆
概
要　

自
衛
隊
の
第
一
線
で
技
能
と

体
力
を
一
心
に
磨
く
任
期
制

自
衛
官

◆
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
受
付　

年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
０
２
６

◆
採
用
予
定
日　

平
成
31
年
４
月
１
日

◆
受
験
資
格

①
昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

②
看
護
師
免
許
ま
た
は
助
産
師
免
許
を

有
す
る
方

◆
試
験
日　

８
月
26
日
㈰

◆
試
験
会
場　

長
野
市

◆
申
込
締
切　

８
月
６
日
㈪　

必
着

※
詳
細
は
当
機
構
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す

http://www.pref-nagano-hosp.jp/honbu
/boshu/category/kangoshisostu

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
健
康
福
祉
政
策
課

　

県
立
病
院
・
医
療
福
祉
係

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
０
９
７

◆
日
時　

７
月
19
日
㈭　

13
：
30

◆
会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
野

◆
申
込　

長
野
県
看
護
協
会

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
看
護
協
会

　

☎
０
２
６
３
─

３
５
─

０
０
６
７

　

岳
北
広
域
行
政
組
合
で
は
、
平
成
31

年
４
月
採
用
予
定
の
消
防
職
員
を
左
記

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

◆
試
験
日

・
一
次
試
験　

10
月
14
日
㈰

・
二
次
試
験　

11
月
中
旬

◆
場　

所

　

岳
北
消
防
本
部
飯
山
消
防
署

◆
受
験
資
格

①
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

高
等
学
校
卒
業
若
し
く
は
卒
業
見
込

み
の
方

②
消
防
職
員
の
経
験
が
あ
る
方
、
ま
た

は
救
命
救
急
士
の
資
格
が
あ
る
方

で
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
申
込
期
間　

８
月
６
日
～
９
月
10
日

※
詳
し
く
は
左
記
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

http://w
w
w
.iiyam

a-catv.ne.jp
/~gakuhoku/

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

岳
北
広
域
行
政
組
合　

総
務
課

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

０
１
１
９

〜

　
『
グ
ル
っ
と
ま
る
ご
と
栄
村
１
０
０

㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』
を
８
月
５
日
㈰
に

開
催
し
ま
す
。
毎
年
、
多
く
の
方
々
か

ら
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
各
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
お
も
て
な
し
が

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
す
。

　

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ス
タ
ッ

フ
等
を
担
当
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
沿
道
で
の
村
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
温
か
な
声
援
も
併
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
３
３
３

『
グ
ル
っ
と
ま
る
ご
と
栄
村

1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て

▲昨年のエイドステーションの様子
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栄
村
監
査
員
と
し
て
5
年
２
ヵ
月
に

わ
た
り
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
、
山
田

知
周
氏
（
屋
敷
）《
任
期
平
成
29
年
4

月
1
日
～
平
成
33
年
3
月
31
日
》
が
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
平
成
30
年
5
月
31

日
を
も
っ
て
、
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
先
の
6
月
定
例
議
会

に
お
い
て
山
本
邦
雄
氏
（
野
田
沢
）
の

選
任
が
同
意
さ
れ
、
平
成
30
年
6
月
26

日
㈫
に
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
6
月
15
日
か
ら
平

成
34
年
6
月
14
日
ま
で
の
4
年
間
と
な

り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
は
8
月
1
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
保

険
証
（
橙
色
）
は
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

7
月
20
日
頃
か
ら
順
次
新
し
い
保
険
証

を
発
送
し
ま
す
。
月
末
に
な
っ
て
も
お

手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ
は
、
保

険
証
と
一
緒
に
8
月
か
ら
の
認
定
証
も

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
４

※
新
し
い
保

険
証
は
『
黄

色
』
に
な
り

ま
す
。

　

村
税
や
使
用
料
の
納
め
忘
れ
対
策
と

し
て
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
依
頼
書
で
申
込
み
し
て

お
く
と
、
役
場
で
指
定
さ
れ
た
日
に
自

動
的
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
な
ら
、
金
融
機
関
に
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
し
、
納
め

忘
れ
が
無
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
指

定
口
座
に
残
金
が
無
い
と
引
落
し
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
新
た
に
口
座
振
替
を
登
録
し

た
い
方
や
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
口

座
を
変
更
し
た
い
方
は
、
役
場
会
計
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
去
に
登
録
し
た
が
ど
の
よ

う
に
登
録
し
て
あ
る
の
か
忘
れ
て
し
ま

っ
た
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
金
っ
て
な
ん
で
す
か
？

　

税
金
と
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
も
色
々

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

国
税
、
都
道
府
県
税
、
市
町
村
税
と

徴
収
す
る
と
こ
ろ
も
様
々
で
す
。
納
め

方
も
2
種
類
あ
り
、
住
民
税
や
固
定
資

産
税
、
自
動
車
税
な
ど
個
人
が
直
接
納

め
る
も
の
は
「
直
接
税
」
と
言
い
、
消

費
税
や
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど
の
お

栄
村
監
査
員
の
報
告

８
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

切
替
わ
り
ま
す
！

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）

口
座
振
替制度

に
つ
い
て

店
等
に
払
う
も
の
は
「
間
接
税
」
と
言

い
ま
す
。「
間
接
税
」
は
お
店
等
が
後

で
村
や
国
に
納
付
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
路
整
備
や
救
急
・
消
火
活
動
、

防
犯
・
防
災
、
ゴ
ミ
処
理
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
学
校

で
勉
強
で
き
る
の
も
税
金
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

税
金
と
は
違
い
ま
す
が
、
簡
易
水
道

料
や
浄
化
槽
使
用
料
等
も
そ
の
施
設
を

維
持
管
理
や
修
繕
す
る
た
め
に
必
要
な

お
金
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

保
険
と
い
う
仕
組
み
を
成
り
立
た
せ
る

必
要
な
も
の
で
す
。

　
「
み
ん
な
が
払
っ
て
い
る
か
ら
、
自

分
一
人
く
ら
い
払
わ
な
く
て
も
い
い
で

し
ょ
」「
医
者
に
か
か
ら
な
い
か
ら
保

険
料
は
払
わ
な
い
」
と
い
う
考
え
で
は

社
会
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
社
会
の
一
員

と
し
て
税
金
や
使
用
料
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

会
計
税
務
課　

税
務
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
１

▲着任された山本邦雄氏 ▲退任された山田知周氏
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　今年度の国民健康保険税については、税率・税額は前年度と同じですが、地方税法施行令の改正に伴い、
医療給付費分の課税限度額のみ改正しています。また、低所得者世帯への軽減の範囲は広がります。
　各世帯の今年度の国民健康保険税額は、７月中旬に国民健康保険加入世帯の世帯主（納税義務者）宛
てに郵送する納税通知書にてお知らせします。

　均等割額・平等割額（5割軽減及び2割軽減）の軽減判定所得の基準が見直され、国民健康保険税軽
減対象となる所得額の範囲が拡大されます。

課税区分
税率・税額

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分※１
①所得割額の税率 5.9％ 2.8％ 1.7％
②資産割額の税率 41.3％ 19.3％ 10.3％
③均等割額（１人当たり） 12,270円 5,430円 5,080円

④平等割額
　（１世帯当たり）

下記以外 15,040円 6,660円
4,060円特定世帯※2 7,520円 3,330円

特定継続世帯※３ 11,280円 4,995円

課税限度額 580,000円 190,000円 160,000円

軽減割合 軽減判定所得
（世帯主および国保加入者の総所得金額等の合計が下記の金額以下になる世帯）

７割 330,000円以下

５割 330,000円+（国保加入者の数× 275,000円）以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　↑H29年度は＋27万円

２割 330,000円＋（国保加入者の数× 500,000円）以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　↑H29年度は＋49万円

◆税額・税率等

↑H29年度より＋4万円

※１　介護納付金分は、40歳〜 64歳の被保険者のいる世帯に対してかかります。
※２　「特定世帯」とは、国民健康保険の加入者が後期高齢者医療制度に移行したことにより、その世帯に国保加入者が

１人となった世帯のことです。この場合、５年間に限り平等割額が２分の１になります。
※３　「特定継続世帯」とは、特定世帯としての５年間を満了した世帯のことです。３年間に限り平等割額が４分の３に

なります。

※国保加入者には、旧国保被保険者（後期高齢者医療制度に移行する前に国民健康保険に加入されていた方）も含まれます。

　国民健康保険税の納付には口座振替をご利用ください。口座振替にすると指定の預貯金口座から
自動的に振り替えて納付されるため、納め忘れがなく安心・便利です。

詳しくは　会計税務課・税務係へ　☎0２69−8７−3111

●国民健康保険税軽減対象の範囲が拡大されます

国民健康保険税の納税通知書（本算定分）を7月中旬に発送します

●平成30年度国民健康保険税の税額・税率等
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国民健康保険に加入されている皆様へのお知らせ

◆70歳以上の方の高額医療費制度が平成30年８月から改正されます

お問い合わせ先：住民福祉課　戸籍住民係　☎8７−311４

◆８月は限度額適用認定証・標準負担額減額認定証の更新時期です
　村から「限度額認定証」又は「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けている方は、現在
お持ちの認定証の有効期限が７月31日で終了することから、更新が必要となります。	 	 	
　８月以降も引き続き必要な方は交付手続きが必要となりますので、個別に郵送にてお送りする申請書
に必要事項を記入のうえ、ご提出ください。
※認定証は自動更新されません。役場からお送りする申請書にて手続きをお願いします。 

◆高齢受給者証の更新について
　国民健康保険に加入されている70歳から74歳の方については村から「高齢受給者証」を交付していま
すが、現在お持ちの受給者証の有効期限は７月31日までとなっています。
　このため、８月１日から有効の新しい受給者証を７月下旬に対象となっている方に、個別にお送りし
ますので、８月１日以降は新しい受給者証をお使いくださるようお願いします。
　なお、更新にあたっての手続きは必要ありません。	

　医療費が高額になり、同じ月内の自己負担額が一定額を超えると、越えた金額が国民健康保険から支
給を受けられるのが高額医療費です。今回、70歳以上の方の限度額について見直しが行われ、平成30年
８月から下記のとおり変更されます。
　皆様の国民健康保険制度を維持していくためご理解・ご協力をお願いします。	

※１　住民税課税所得145万円以上の方などで、医療費の自己負担割合が３割の方。	 	 	 	 	
※２　住民税課税世帯で、医療費の自己負担割合が２割または１割の方。	 	 	 	 	 	
※３　８月〜翌年７月までの年間限度額は144,000円となります。	 	 	 	 	 	
※４　過去１年間に４回以上発生した場合、４回目以降は44,400円となります。	 	 	 	 	
※５　過去１年間に４回以上発生した場合、４回目以降は140,100円となります。	 	 	 	 	
※６　過去１年間に４回以上発生した場合、４回目以降は93,000円となります。	

平成30年７月まで

所得区分
外来＋入院

外　　　来
（個人単位）	 （世帯単位）

現役並み
所得者
※１

57,600円 80,100円
＋（医療費
−267,000円）
×１%

一般　※2 14,000円
※３

57,600円
※４

低所得者Ⅱ 8,000円	 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円	 15,000円

平成30年８月から

所	得	区	分
外来＋入院

外　　　来
（個人単位） （世帯単位）

課税所得901万円超 252,600円＋（医療費−842,000円）×１%	※5

課税所得
600万円超901万円以下 167,400円＋（医療費−558,000円）×１%※６

課税所得	
210万円超600万円以下 80,100円＋（医療費−267,000円）×１%※４

一般　※2 18,000円　※３ 57,600円　※４

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円
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栄村福祉医療費給付金事業をご利用ください

お問い合わせ先：住民福祉課戸籍住民係　☎0２69−8７−311４

　この事業は、対象者の方が病気等で医療機関を受診したり、薬局で調剤を受けた場合に、窓口で支払
った診療費を役場から給付金としてお支払いするものです。

医療機関の窓口で1,500円支払った場合
　変更前：1,500円　－　300円（自己負担金）　＝　1,200円支給
　変更後：1,500円支給

※老人区分に関しては、現状どおり、医療機関でお支払いいただいた金額の３分の１に相当する金
額を支給します。（自己負担金は元々ありません）

①障がい者　　　　　　・身体障害者手帳１〜３級
　　　　　　　　　　　・65歳以上で国民年金法施行令別表に該当する方
　　　　　　　　　　　・療育手帳A１・A2・B１
　　　　　　　　　　　・精神手帳１・2級
②乳幼児・児童生徒　　・満18歳までの方
③母子・父子等　　　　・18歳未満の子及びその子を扶養している方
　　　　　　　　　　　・父母のない18歳未満の方
④老人　　　　　　　　・68、69歳の方

　受給資格によっては所得制限がありますので、所得に応じて対象とならない場合があります。また、
診療内容に応じて対象とならないものもあります。あらかじめご了承ください。

 受給資格（区分）

　役場へ「受給者証交付申請書」を必要書類と共にご提出いただくと、審査後「福祉医療費受給者証」
を交付いたします。申請を希望される方は担当係までお問い合わせください。

受給者証の交付申請方法

　医療機関を受診される際、「福祉医療費給付金受給者証」を必ず提示してください。県外の医療機
関の場合は、領収書を支給申請書（役場窓口にあります。）に添付して提出してください。　
※県内の医療機関に受給者証を提示し忘れた場合は、県外の医療機関と同様に領収書を提出してください。

受給者の皆さんへ

平成30年８月診療分より、給付方式が変わります。
変更前：医療機関で医療保険の自己負担額を支払い、後日自己負担金（300円）を控除した金額が給付
　　　　されます。
変更後：受給者証を提示すれば、窓口負担なし。
※給付方式が変更になるのは県内の医療機関を受診した場合のみです。県外の医療機関を受診した場合は、今までと
同じ給付方式です。
※７月末に新しい受給者証を配布する際、詳細案内を同封いたします。

18歳までのお子様の保護者の皆さんへ

平成30年８月診療分より、自己負担金が０円となります
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◇業 務 名：平成30年度社会資本整備総合交付金事業
栄村公営住宅等長寿命化計画策定業務

◆箇 所 名：栄村　村内一円
◆内 　 容：国から補助を受けて、安全で快適な公営

住宅を、今後長期間にわたって確保する
ため、修繕、改善、建て替えなどの活用
手法を定め管理の効率化を図るための計
画を策定します。

◆履行期間：平成30年４月19日から平成31年2月28日
◆委託金額：1,220,400円
◆受 託 者：長野県住宅供給公社　

◇業 務 名：平成30年度栄村簡易水道固定資産台帳及
び経営戦略策定業務委託

◆内 　 容：村内簡易水道施設の施設台帳の作成、
これからの施設改修計画等の策定です。

◆履行期間：平成30年5月１日から平成31年2月15日
◆委託金額：11,664,000円
◆受 託 者：新日本設計株式会社　

◇工 事 名：平成30年度村単事業　村道天代坪野線水
道本管布設工事

◆箇 所 名：大字堺　字北野
◆内 　 容：上記道路改良工事に伴う水道管布設替え

です。
◆工 　 期：平成30年5月21日から平成30年11月20日
◆契約金額：15,120,000円
◆請 負 者：㈱サン	タキザワ　

◇業 務 名：平成30年度村単事業　村道天代坪野線水
道本管布設工事現場管理業務

◆箇 所 名：大字堺　字北野
◆内 　 容：水道管布設替工事の現場管理です。
◆履行期間：平成30年5月21日から平成30年11月20日
◆委託金額：216,000円
◆受 託 者：㈱昭和設計事務所　

◇工 事 名：平成30年度浄化槽市町村整備推進事業合
併浄化槽設置工事（その１）

◆箇 所 名：大字堺　中野
◆内 　 容：国から補助を受けて浄化槽を１基設置し

ます。
◆工 　 期：平成30年４月24日から平成30年７月20日
◆契約金額：1,188,000円
◆請 負 者：	㈲環境さかえ

◇工 事 名：平成30年度　村民住宅長瀬住宅舗装工事
◆箇 所 名：大字堺　長瀬
◆内 　 容：旧東部小学校校長住宅の駐車場舗装工事

です。
◆工 　 期：平成30年5月16日から平成30年８月20日
◆契約金額：507,600円
◆受 託 者：北信舗道株式会社

◇工 事 名：平成30年度生活基盤近代化事業青倉配水
池築造工事

◆箇 所 名：大字北信　字青倉
◆内 　 容：国から補助を受けて青倉集落の老朽化し

た配水池を新しく作ります。これにより
飲料水の安定供給を図ります。

◆工 　 期：平成30年5月栄村議会議決の日から平成
30年12月21日

◆契約金額：64,800,000円
◆請 負 者：㈱サン	タキザワ

◇工 事 名：平成30年度防災・安全交付金（道路）事
業村道天代坪野線橋梁架替⑹工事

◆箇 所 名：大字堺　字北野
◆内 　 容：国から補助を受けて土合橋右岸側（北野

集落側）の道路改良を行います。今年度
で完了予定です。

◆工 　 期：平成30年６月議会議決の日から
　　　　　　平成30年11月20日
◆契約金額：75,168,000円
◆契約の相手方：㈱廣瀬建設　

◇業 務 名：平成30年度生活基盤近代化事業青倉配水
池築造工事　現場監理委託

◆箇 所 名：大字北信　字青倉
◆内 　 容：上記工事の現場監理です。
◆履行期間：平成30年5月１日から平成30年12月21日
◆委託金額：324,000円
◆受 託 者：㈱昭和設計事務所　

◇工 事 名：平成30年度防災・安全交付金（道路）事
業村道天代坪野線橋梁架替⑺工事

◆箇 所 名：大字堺　字北野
◆内 　 容：国から補助を受けて土合橋左岸側（天

代集落側）の道路改良及び北野天満温泉
取付道路改良工事を行います。今年度で
完了予定です。

◆工 　 期：平成30年5月21日から平成30年10月19日
◆契約金額：36,720,000円
◆請 負 者：	㈱サンタキザワ

平成30年度　工事等契約状況

工事施工に伴い、通行制限等でご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

【問合せ先】　産業建設課　建設係
　　　　　　☎０2６９－８７－3113
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一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
今
年
度
五

宝
木
地
区
で
除
雪
機
械
を
宝
く
じ
の
助

成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

と
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
—

８
７
—

３
１
１
２

宝
く
じ
助
成
金
に
よ
り

整
備
し
ま
し
た

　開催期間　　平成30年９月28日㈮〜30日㈰
　会　　場　　佐久市コスモホール
　出品資格　　長野県内在住の60歳以上のアマチュア
　部　　門　　日本画、洋画、彫刻、手工芸、書、写真
　申込締切　　平成30年８月31日㈮
　申込方法　　長野県高齢者作品展出品票にて
　　　　　　申込み下さい。

　開催期日　　平成30年10月20日㈯
　会　　場　　東御中央公園（東御市鞍掛177-2）

　　　　　　海野マレットゴルフ場（東御市塩川2268-1）

　参加資格　　長野県在住の60歳以上の方
　参 加 費　　1人 500円
　競技種目　　ダンススポーツ、グラウンドゴルフ、

ゲートボール、ソフトテニス、ペタンク、
ソフトバレーボール、ウォークラリー、
弓道、テニス、マレットゴルフ

2018  信州ねんりんピック 長野県高齢者作品展 作品募集

2018  信州ねんりんピック スポーツ交流大会 参加者募集

　出品票の請求・問合せ先　　　
公益財団法人長野県長寿社会開発センター
☎026-226-3741
栄村役場　健康支援課介護支援係
☎0269-87-3301

　参加申込　　参加申込書にて申込み
　申込期限　　平成30年８月17日㈮
　そ の 他　　各競技において参加定員があります。
　　　　　　　※詳しい要項は問合せ先までお願いします。

　問合せ先　　栄村役場健康支援課介護支援係
　　　　　　☎0269-87-3301
　　　　　　公益財団法人長野県長寿社会開発センター
　　　　　　　☎026-226-3741

平成30年7月9日㈪
　　　〜8月3日㈮まで

　この宝くじの収益金は、各都道府県の販売実績などに応
じて配分され、市町村の明るく住みよいまちづくりに使わ
れます。

～宝くじは長野県内で買いましょう～

発売
期間

今年もサマージャンボ宝くじは、
1等前後賞合わせて7億円！
今年もサマージャンボ宝くじは、
1等前後賞合わせて7億円！

▶
五
宝
木
地
区
に
整
備
さ
れ
た
除
雪
機
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本
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
の

皆
様
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
動
）

白
　
鳥
　
芋
川
袈
裟
吉
・
秀
子
ご
夫
妻

横
　
倉
　
上
倉
直
人
・
千
代
子
ご
夫
妻

　
森
　
　
福
島
　
博
・
サ
カ
エ
ご
夫
妻

箕
　
作
　
島
田
茂
樹
・
正
　
子
ご
夫
妻

箕
　
作
　
倉
科
繁
一
・
良
　
子
ご
夫
妻

志
久
見
　
桑
原
昌
平
・
静
　
子
ご
夫
妻

北
　
野
　
斎
藤
幸
一
・
き
み
江
ご
夫
妻

坪
　
野
　
齋
藤
英
喜
・
ヨ
キ
エ
ご
夫
妻

小
赤
沢
　
山
田
一
二
三
・
百
合
ご
夫
妻

　

６
月
７
日
、
役
場
か
た
く
り
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
昭
和
43
年
中
に
ご
結
婚
さ
れ
た

９
組
の
ご
夫
妻
を
対
象
に
金
婚
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
５
組
の
ご
夫
婦
が
ご
出
席
さ
れ
、

森
川
村
長
か
ら
金
婚
者
へ
の
式
辞
及
び
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
、
福
島
博
様
か
ら
金
婚

者
を
代
表
し
て
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

金
婚
式
の
後
、
栄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
斎
藤
松
太

郎
会
長
か
ら
、「
老
人
ク
ラ
ブ
の
知
識
と

経
験
が
役
立
つ
よ
う
に
今
後
も
努
力
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
、
森
の
桑
原
千
恵
様
、

同
じ
く
森
の
広
瀬
よ
き
様
が
功
労
者
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
終
了
後
は
、
北

信
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
歌
と
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
園
児
か
ら
元
気
を
分
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

栄
村
金
婚
式
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

老
人
ク
ラ
ブ
たより

食
育
に
つ
い
て

▲人工のジュースを作ってみました

　

６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
そ
し
て
毎
年
６
月
は
「
食
育

月
間
」
で
し
た
。
北
信
保
育
園
で
は
６

月
８
日
に
保
育
参
観
の
あ
と
保
護
者
が

集
ま
り
、
栄
養
士
か
ら
「
歯
と
栄
養
」

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は「
人
工
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
」

作
り
の
実
験
を
行
い
、
果
汁
１
０
０
%

の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
水
で
割
り
、

果
汁
20
％
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
作

っ
て
味
見
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
保

護
者
は
言
葉
に
詰
ま
っ
た
よ
う
な
様
子

で
『
味
が
薄
い
…
』
と
言
う
方
も
お
り
、

次
に
ま
た
水
で
割
っ
た
同
じ
ジ
ュ
ー
ス

を
作
り
、
そ
の
中
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ

ガ
ー
３
ｇ
入
り
を
4
本
、
ク
エ
ン
酸

０
・
５
ｇ
を
混
ぜ
て
味
見
を
す
る
と「
美

味
し
い
！
」「
こ
の
味
だ
！
」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。「
少
量
の

果
汁
含
有
量
で
作
ら
れ
た
飲
料
に
は
か

な
り
の
糖
分
な
ど
が
入
っ
て
い
る
、
こ

れ
が
市
販
で
売
っ
て
い
る
ジ
ュ
ー
ス
の

仕
組
み
」
と
い
う
事
を
理
解
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
益
々
暑
い
季
節

に
な
り
お
子
様
な
ど
に
飲
み
物
を
与
え

る
回
数
が
増
え
ま
す
が
、
虫
歯
、
肥
満
、

さ
ら
に
は
味
覚
の
発
達
に
影
響
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
甘
い
物
を
と
り

す
ぎ
な
い
よ
う
、
も
う
一
度
「
健
康
と

食
育
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑮
❖❖

寄
贈
資
料
の
紹
介

	

今
回
の
お
ら
と
こ
の
自
慢
は
、
小

赤
沢
地
区
に
あ
る
丸
山
神
社
で
す
。

　

４
月
15
日
、
丸
山
神
社
に
お
い
て

春
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
ま
だ
周
辺
に

は
残
雪
が
あ
り
、
冷
た
い
雨
が
降
る

な
か
で
し
た
が
、
今
回
18
名
の
住
民

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
以
前
、
春

ま
つ
り
は
毎
年
４
月
23
日
に
開
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
多
く
の

方
か
ら
春
ま
つ
り
に
参
加
し
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
か
ら
、
23
日
に
な
る

べ
く
近
い
日
曜
日
と
い
う
事
で
４
月

の
第
３
日
曜
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
丸
山
」
と
い
え
ば
過
去
に
冬
の

行
事
の
一
つ
と
し
て
、
秋
山
小
学
校

の
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
場

所
で
も
あ

り
、
今
で
も

「
丸
山
ス
キ

ー
場
」
と
呼

ぶ
人
も
い
ま

す
。

　

丸
山
は
昭

和
16
年
頃
に

開
山
さ
れ
、

そ
の
後
神
社

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
年
月

が
経
ち
平
成
３
年
に
建
て
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
丸
山
神
社
に
は
風

神
・
雷
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

「
地
区
を
守
る
た
め
」「
伝
染
病
が
村

に
広
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
」
な
ど
の

理
由
か
ら
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
秋
山
地
区
を
守
り
続
け
て
ほ
し

い
で
す
ね
。�（
取
材
：
特
命
対
策
課
）

〜
お
ら
と
こ
の
自
慢
〜

▲丸山神社にて記念撮影

　

５
月
、
平
滝
の
油
科
福
夫
家
（
現
在

は
須
坂
市
在
住
）
か
ら
「
平
滝
村
絵
図
」

（
村
ひ
か
え
）
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
安
永
七
年
（
１
７
７
８
年
）
に
、

村
の
検
地
帳
と
一
緒
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

江
戸
幕
府
の
命
令
で
、
信
州
の
幕
府

領
（
天
領
）
の
村
々
に
提
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
縦
１
３
０
セ
ン
チ
、

横
２
２
０
セ
ン
チ
と
い
う
大
き
な
絵
図

で
す
。
平
滝
村
の
人
家
・
寺
社
・
田
畑
・

道
・
山
林
な
ど
が
彩
色
さ
れ
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
２
４
０
年
前
の
景
観
が
よ

く
わ
か
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
た
ま
た

ま
現
在
、
平
滝
区
で
保
管
し
て
い
る
古

文
書
の
仮
目
録
を
作
成
中
で
す
か
ら
、

そ
れ
ら
と
関
係
づ
け
て
絵
図
を
活
か
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

同
じ
く
５
月
、
柳
在
家
の
関
沢
友
子

家
か
ら
２
８
０
点
の
古
文
書
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
中
央

学
院
大
学
の
白
水
智
先
生
ら
に
よ
っ
て

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
お
よ

そ
の
内
容
は
仮
目
録
で
確
認
で
き
ま

す
。
江
戸
時
代
の
年
貢
や
酒
造
に
関
す

る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
天

明
２
年
（
１
７
８
２
年
）
と
寛
政
６
年

（
１
７
９
４
年
）
の
二
度
、
善
光
寺
如

来
仏
が
地
方
へ
の
出
開
帳
の
折
に
、
志

久
見
や
箕
作
を
通
っ
た
こ
と
を
書
い
た

帳
面
が
あ
り
ま
す
。
村
は
荷
物
運
搬
の

た
め
に
人
馬
を
提
供
し
た
と
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

栄
村
教
育
委
員
会　

村
史
編
纂
室

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

▲平滝村絵図（中央部が光厳寺）
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.37

　

栄
村
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
秋
山
協
力

隊
の
杉
森
で
す
。
早
い
も
の
で
も
う
夏
で
す

ね
。
皆
さ
ん
の
畑
の
野
菜
も
田
ん
ぼ
の
稲
も

山
の
木
々
も
ぐ
ん
ぐ
ん
緑
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
今
年
度
の
活
動
も
本
格
的
に
始
動
し

て
お
り
ま
し
て
、
４
月
に
創
刊
い
た
し
ま
し

た
、ミ
ニ
ミ
ニ
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「akiyam

a

（
秋
山
）
郷
シ
ル
」
の
第
２
号
を
現
在
制
作

真
っ
只
中
で
す
。
役
場
入
り
口
や
道
の
駅
、

村
内
宿
泊
施
設
や
民
宿
、
近
隣
市
町
村
な
ど

に
置
い
て
い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
様
も
ど
ち

ら
か
で
お
見
か
け
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
？
さ
て
、
こ
の
「
郷
シ
ル
」
で
す
が
秋
山

郷
の
魅
力
発
信
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
秋
山

郷
の
暮
ら
し
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
想
い
、
自

然
の
美
し
さ
な
ど
を
、
こ
の
場
所
に
住
ん
で

い
る
目
線
で
お
伝
え
し
た
く
て
始
め
ま
し

た
。

　

日
々
の
自
然
の
移
ろ
い
の
美
し
さ
や
生
き

物
の
気
配
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
柄
は
こ
の

場
所
に
毎
日
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
ら

れ
、
外
か
ら
来
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
形
に
で

き
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。「
郷
シ
ル
」

は
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
話
の

文
章
や
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
似
顔
絵

は
手
描
き
で
、
風
景
の
写
真
も
自
分
で
撮
影

し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
大
変
手
間

の
か
か
る
作
業
で
活
字
の
よ
う
な
整
然
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
こ
の
作
業
に
コ
ツ
コ
ツ
取
り

組
む
こ
と
で
自
分
の
中
に
も
「
秋
山
郷
」
が

コ
ツ
コ
ツ
と
身
に
染
み
て
ゆ
く
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
私
の
個
人
的
な
性
格
上
「
上
辺
だ
け

で
何
か
を
作
る
」
と
い
う
事
が
で
き
ま
せ

ん
。
ど
う
し
て
も
物
事
の
本
質
を
深
く
求
め

た
く
な
り
ま
す
。「
類
は
友
を
呼
ぶ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
人
か
ら
見
れ
ば
遠
回

り
に
見
え
て
も
自
分
が
納
得
の
い
く
こ
と
を

や
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
を
理
解
し
て
共
感
し
て

く
れ
る
仲
間
が
必
ず
現
れ
る
と
信
じ
て
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。
て
っ
と
り
早
く
得
た
も

の
は
て
っ
と
り
早
く
去
っ
て
い
き
ま
す
。
地

域
お
こ
し
は
根
気
の
い
る
活
動
だ
と
実
感
す

る
日
々
で
す
。

　

コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
始
め
た
郷
シ
ル
は
ス
タ

ー
ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
あ
り
が
た
い
こ
と

に
共
感
の
お
声
も
ち
ら
ほ
ら
い
た
だ
き
大
き

な
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
第
２
号
は
夏

至
の
日
発
行
で
す
。
こ
の
記
事
が
出
る
こ
ろ

に
は
皆
さ
ん
に
お
見
か
け
い
た
だ
い
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

	

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

杉
森
奈
那
子
）

㊳

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
る
４
年
に

一
度
の
再
審
査
の
日
程
と
審
査
員
が
決
ま
り

ま
し
た
！

　

日
程
は
10
月
31
日
㈬
～
11
月
２
日
㈮
の
２

泊
３
日
。

　

審
査
員
は
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特
別
顧

問	

佃
栄
吉
（
つ
く
だ	

え
い
き
ち
）
氏
、
文

化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課	

柴
田
伊
廣
（
し

ば
た	

た
だ
ひ
ろ
）
氏
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ

ー
ク	

専
任
研
究
員	

新
名
阿
津
子
（
に
い
な	

あ
つ
こ
）
氏
の
３
名
で
す
。

　

佃
先
生
は
４
年
前
の
審
査
時
に
も
来
ら
れ

た
方
で
す
。
他
の
２
名
は
資
源
の
保
全
や
、

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
専
門
家
で
す
。

　

再
審
査
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
員
と
し
て
、
地
質
遺
産
の
保
全

や
、
そ
の
活
用
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
、

そ
し
て
前
回
の
審
査
時
か
ら
の
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
の
進
展
な
ど
に
つ
い
て
み
ら
れ
、
首
長

や
事
務
局
か
ら
の
聞
き
取
り
、
村
内
町
内
を

回
る
現
地
審
査
な
ど
を
受
け
る
予
定
で
す
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
準
備
と
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

も
し
10
月
11
月
の
当
日
に
ジ
オ
パ
ー
ク
再

審
査
の
方
々
を
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。こ
の
地
域
の
力
を
、

審
査
員
の
皆
さ
ん
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！	

（
文
責　

越
智
）

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

7
月
15
日
㈰　

９
時
～
15
時
30
分

　

津
南
町
見
倉
集
落
や
結
東
の
石
垣
田
な
ど

を
散
策
し
ま
す
。

　

参
加
無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▲前回審査時
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よ りだ健保
今月の健康話

からだの60％は、水分でできています。その水分が不足すると屋外
でも、室内でも、熱中症になる危険性があります。
ご家族、ご近所の方と声をかけ合い、熱中症対策をお願いします。

喉が渇く前に
水分補給。
無理せず、
休息。

帽子・日傘で日差しを避ける。
今日の天気や気温を
確認する。

　今年度から、子育て支援の一環として、「あそびの教室」をスタートしました。子
どもの成長発達を促すための療育的な要素を含めた教室内容にし、子育て中のお母さ
んの日頃の育児に関して気軽に相談ができる場となれるようにと考えています。

　乳幼児期は、母子関係の愛着形成が大事になります。子どもにとって親が安心基地になると、そこから一
歩踏み出していろんなことに挑戦しようかなという気持ちが芽生えます。失敗することもうまくいかないこ
ともあるかもしれませんが、結果よりも頑張った（挑戦した）事実をたくさん認めてほめてあげてください。
イヤイヤ期は自立のための大事な時期ですので、子どもの気持ちを尊重して認めてあげましょう。関わり方
で悩みがある方は、毎月の子育て相談日や保育園の方へも相談いただければ一緒に考えますので気軽にご相
談ください。

今月号は、『平成30年度スタート！
あそびの教室』　について

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

Ｑ1

Ｑ2

Ａ1

Ａ2

どんなことをやっている教室なの？

誰でも参加できるの？

内容：①自由遊び（ままごと、ブロック等）②親子ふれあい体操③はじめの会④製作⑤サー
キット（身体を動かす）⑥おやつ　⑦おわりの会が教室内容です。

開催：毎月1回・午前10時～ 11時の１時間程度・会場は北信保育園で実施しています。
　サーキットでは、前回の「子育ておたより」で紹介したような発達を促す遊び（すべり台、
平均台、トランポリン、トンネル、　シーツそり）を取り入れています。

　保育園の２歳児（未満児の上のクラス）を、毎年対象に実施していきます。今年度につい
ては、平成27年４月１日～平成28年３月31日生まれのお子さんが対象です。来年は、平成28
年度生まれのお子さんが対象になりますので、楽しみにしていてください♪

室内の目安
温度28℃以下
湿度70％以下

熱中症対策
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●ハス花まつり　～一面に広がる大賀ハスと
名水火口そばをお楽しみください～

　村内稲荷地区にある稲泉寺周辺には10万株の大
おお

賀
が

ハスが
植えられ、７月上旬から８月上旬にかけて桃紅色の美しい
花を咲かせます。極楽浄土を思わせるハスを見た後に、村
得産名水火

ぼ

口
くち

そばを味わい、夏の到来を感じてみませんか。
日時　７月14日㈯・15日㈰　午前10時30分〜午後2時
場所　稲泉寺境内（木島平村大字穂高858）
●昭和レトロ食彩紀行
　～どこか懐かしい木島平村の味をご堪能ください～
　農村の雰囲気漂う「郷の家」を会場に、１年に１度だけ
の幻の食堂“昭和レトロ食彩紀行”が開店します。田植え
煮物や笹ずしなどの郷土料理や創作料理50品目ほどがバイ
キング形式で並び、訪れる人たちをお迎えします。
※予約制のため事前にお申し込みください。
日時　７月14日㈯・15日㈰　午前の部：11時から		午後の部：０時半から
場所　郷の家（木島平村大字往郷5676）

●野沢温泉スポーツ公園
　ジップ・スカイライド	 ６月１日㈮〜11月11日㈰
　ナスキーパーク	 ６月１日㈮〜11月11日㈰
　サマーゲレンデ	 ７月７日㈯〜11月11日㈰
●スタカ湖キャンプ場　6月30日㈯～８月26日㈰
　ＭＴＢコース	 ７月７日㈯〜８月26日㈰
　キッズストライダーパーク	 ７月７日㈯〜８月26日㈰
●上ノ平高原ブナ原生林
　長坂ゴンドラリフト	 ７月７日㈯〜８月26日㈰
　ブナ原生林＆自然散策ガイド　７月21日㈯〜８月26日㈰
　　　　　　　　　　　　　　　の毎週土日祝日
　ナイトゴンドラツアー
	 ７月28日㈯、８月４日㈯、11日㈯、18日㈯、25日㈯
●野沢温泉スパリーナ　通年営業（メンテナンス休業あり）
　滝のプール・じゃぶじゃぶ池　７月14日㈯〜８月26日㈰

問い合わせ
　野沢温泉スポーツ公園
　☎0269-85-2623
　野沢温泉スキー場
　☎0269-85-3166

7月の木島平は

「ハス花まつり＆昭和レトロ食彩紀行」で決まり！ ＮＯＺＡＷＡ　ＯＮＳＥＮ　ＧＲＥＥＮ　ＦＩＥＬＤ
夏のアクティブリゾートにようこそ！

　６月24日㈰に投開票が行われた津南町長選挙におい
て、前津南町議会副議長の桑原悠氏（31歳）が当選し、
全国最年少町長が誕生しました。25歳で津南町議会議
員に初当選。その後副議長を務め、2期目の３月に町
長選への立候補を表明しました。
　新町長の就任式は７月９日㈪に行われる予定です。

全国最年少町長誕生

▲25日当選証書附与式

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

〜万の灯りがともる心やすらぐ町
並み　時を経てそぞろ歩きをして
みませんか〜　
　今年で第15回を迎える「いいや
ま灯篭まつり」は「動」と「静」
の二部構成。
　「動」は	IIYAMA	DANCE	
FES ! !。各チームのオリジナルダ
ンスがまつりを盛り上げます。
　「静」は多くの皆さんに作成し
ていただいた灯篭が灯り、明日へと続く光の道しるべ
のようにまちを彩ります。その他にもさまざまなイベ
ントで皆さまのご来場をお待ちしております。
■会　場　飯山市中心市街地（メイン会場は本町商店街）
■日　時　８月11日（土・祝）
　　　　　「動」…16:00～18:00
　　　　　「静」…18:00～21:00
■問合先　いいやま灯篭まつり実行委員会事務局
　　　　　（商工観光課内）
　　　　　　　　☎62-3111（内線213）

いいやま灯篭まつり（日本夜景遺産認定）
が開催されます
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５月火災・救助・救急出動件数

最高気温 30.2℃ ５月16日㈬

最低気温 4.7℃ ５月５日㈯

平均気温 16℃ 総 雨 量 101.5㎜

栄村の気象（５月）

世帯数 830世帯 前月比−6
人　口 1,889人 −9
男 918人 ±0
女 971人 −9

出生 1
死亡 7

転入 3

転出 6

世帯と人口（６月１日現在） ５月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 2 82 飯山日赤� 4

津南病院� 2
そ の 他� 3
不 搬 送� 1
合　　計� 10
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 14

野沢温泉村 0 0 14

栄 村 0 0 10

管 轄 外 等 0 1 0

火の始末　その目その手で　確実に

７月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料
○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　　○学童保育料

生活カレンダー７月
５
日
㈭　

七
夕
ま
つ
り
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

８
日
㈰　

村
駅
伝
大
会【
北
野
～
横
倉　

９
時
半
】

10
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

14
日
㈯　

第
２
回
さ
か
え
夏
祭
り

�

【
森
宮
野
原
駅　

15
時
】

15
日
㈰　

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り

�

【
津
南
町　

９
時
】

24
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

25
日
㈬　

ラ
ジ
ヘ
リ
空
中
防
除
【
村
内　

５
時
】

28
日
㈯　

村
民
登
山
（
小
菅
山
）【
役
場　

７
時
】

５
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会

�
【
役
場　

14
時
】

９
日
㈪　

お
達
者
会
【
五
宝
木　

10
時
】

10
日
㈫　

お
達
者
会
【
横
倉　

10
時
】

11
日
㈬　

子
育
て
相
談
日【
集
団
検
診
室　

9
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
箕
作
10
時�

小
赤
沢
14
時
】

12
日
㈭　

お
達
者
会
【
青
倉
10
時　

和
山
14
時
】

13
日
㈮　

お
達
者
会
【
森　

14
時
】

17
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

18
日
㈬　

お
達
者
会【
志
久
見
10
時　

長
瀬
14
時
】

20
日
㈮　

お
達
者
会
【
極
野　

10
時
】

23
日
㈪　

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
【
地
区
巡
回
】

　
　
　
　

あ
そ
び
の
教
室
【
保
育
園　

9
時
半
】

24
日
㈫　

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
【
地
区
巡
回
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
月
岡　

10
時
】

25
日
㈬　

お
達
者
会
【
泉
平　

10
時
】

26
日
㈭　

お
達
者
会
【
大
久
保
・
白
鳥　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　　
【
平
滝
・
屋
敷　

14
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　７月31日㈫です
口座振替日
　農協・郵便局　　　７月23日㈪
　八十二銀行・県信　７月25日㈬

　保育園に入園していないお友達、みんなで
七夕まつりをしませんか？
　笹飾りを作ったり、保育園のお友達といっ
ぱい遊びましょう！

◆日時　7月５日㈭　9:00〜
◆場所　北信保育園ホール
※水遊びの用意もしてきてくださいね。
　待ってまーす！

七夕まつりのお誘い
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３
年
前
の
春
、
今
泉
の
森
で
子
ど
も
達
を

集
め
て
遊
べ
た
ら
良
い
な
と
、
ふ
る
さ
と
の

家
の
裏
の
森
を
一
人
散
策
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
森
を
抜
け
て
田
ん
ぼ
が
見
え
て
く

る
な
と
思
っ
た
頃
に
、
と
て
も
大
き
な
木
が

あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
！
そ
の
木
に

は
、
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
太
い
蔓
が
絡
み
つ
き
、
木
の
隅
々
ま
で
見

回
す
と
、
根
元
に
は
石
像
が
倒
れ
て
い
る
の

で
し
た
。

　

私
は
そ
の
足
で
、
今
泉
に
住
ん
で
い
た
桜

沢
名
代
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
そ
の
木

の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
名
代
子

さ
ん
は
、「
お
～
、
そ
の
木
は
な
、
藤
の
花

が
咲
い
て
、
そ
の
藤
の
花
を
見
な
が
ら
春
の

お
祭
り
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
そ
れ
は
、
そ

れ
は
楽
し
み
で
な
ぁ
。」
と
、
と
て
も
嬉
し

そ
う
に
昔
の
お
話
し
を
し
て
く
れ
た
の
で
し

た
。
名
代
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
今
泉
で
暮

ら
し
て
い
た
人
達
に
そ
の
大
木
の
話
を
す
る

と
、
み
な
さ
ん
懐
か
し
く
、
嬉
し
そ
う
に
話

を
し
て
下
さ
る
の
で
、
杉
浦
さ
ん
と
共
に
春

ま
つ
り
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
話
が
膨
ら
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　

重
い
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
今
泉
の
冬
、
雪
解

け
と
と
も
に
わ
く
わ
く
し
て
迎
え
た
芽
吹
き

の
春
。
５
月
13
日
、
大
木
に
藤
つ
る
が
絡
み

満
開
の
藤
の
花
の
下
で
春
ま
つ
り
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
─
子
供
も
大
人
も
皆
が
楽
し
み

に
し
た
春
ま
つ
り
。
男
衆
は
大
い
に
飲
み
酔

い
つ
ぶ
れ
…
子
供
は
お
供
え
物
の
お
土
産
を

貰
う
の
を
楽
し
み
に
…
。
雪
と
の
格
闘
も
終

え
た
春
、
農
作
業
に
忙
し
く
、
辛
苦
す
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
を
「
さ
あ
、
ガ
ン
バ
ン
べ

え
！
」
と
ず
く
出
す
弾
み
に
な
っ
た
春
ま
つ

り
─
と
想
像
す
る
だ
け
で
今
泉
の
８
世
帯
の

暮
ら
し
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
す
！

　

今
、
杉
浦
一
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
泉

で
す
が
、
先
人
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て

賑
や
か
な
子
ど
も
の
声
や
女
衆
の
笑
顔
が
蘇

る
よ
う
な
今
泉
に
な
っ
た
ら
い
い
な
！
と
思

い
、
今
泉
の
春
ま
つ
り
を
復
活
！
名
代
子
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
供
物
を
用

意
し
、
海
の
物
・
山
の
物
・
お
神
酒
・
塩
等
々

木
の
根
元
に
あ
る
石
造
に
手
を
合
わ
せ
て
お

祭
り
開
始
！
今
泉
で
育
っ
た
方
や
田
圃
を
耕

作
し
て
い
る
皆
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
乾
杯
し

て
、
後
は
宴
会
で
す
！
こ
れ
か
ら
も
、
毎
年

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石造があった大木 ▼

復
活
の
き
っ
か
け

�

鑓
水
　
愛

春
ま
つ
り
復
活
に
向
け
て

�

杉
浦
恵
子

今泉の春まつり復活！
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こ
ら
っ
せ
通
信

　

少
し
気
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
毎
年
お

盆
シ
ー
ズ
ン
は
大
勢
の
方
に
御
来
館
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
８
月
７
日

㈫
～
８
月
19
日
㈰
ま
で
休
ま
ず
開
館
い

た
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が

帰
省
さ
れ
た
際
は
、ぜ
ひ
「
こ
ら
っ
せ
」

へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

こ
ら
っ
せ
に
は
長
瀬
新
田
地
籍
で
発

掘
さ
れ
た
「
火
焔
型
土
器
」
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
火
焔
型
土
器
を
目

当
て
に
来
館
さ
れ
る
方
も
多
く
、
中
に

は
「
長
岡
や
十
日
町
の
土
器
よ
り
か
っ

こ
い
い
で
す
ね
！
」
と
ほ
め
て
く
だ
さ

る
方
も
。
ひ
ん
ご
遺
跡
か
ら
も
出
土
し

て
い
ま
す
が
、
長
野
県
で
火
焔
型
土
器

が
ほ
ぼ
完
成
形
で
出
土
し
た
の
は
栄
村

だ
け
で
す
。
ま
だ
一
度
も
見
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
こ
ら
っ
せ
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
30
年
度
（
４
月
～
５
月
末
）

　

来
館
者
数
…
…
…
…
３
２
９
名

・
オ
ー
プ
ン
（
28
年
８
月
）
以
降

　

来
館
者
数
…
…
４
，
７
４
９
名

　

６
月
17
日
㈰
か
ら
20
日
㈬
ま
で
の
４

日
間
、
箕
作
公
民
館
を
会
場
に
、
通
学

合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
通
学
合
宿
と

は
、
子
ど
も
た
ち
が
共
同
生
活
を
行
い

な
が
ら
登
校
す
る
も
の
で
、
長
野
県
で

推
奨
さ
れ
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
す
。

方
法
は
様
々
で
す
が
、
県
内
だ
け
で
な

く
、
全
国
様
々
な
地
域
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

栄
村
で
通
学
合
宿
が
行
わ
れ
る
の
は

今
年
で
２
回
目
。
今
年
は
小
学
生
11

名
、
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
役
で
あ
る
中
学

生
４
名
の
計
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

食
事
作
り
や
自
分
自
身
の
身
支
度
、
掃

除
、
洗
濯
す
べ
て
の
事
を
自
分
た
ち
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
朝
は

５
時
半
起
床
。
９
時
就
寝
の
予
定
が
、

夕
食
作
り
や
後
片
付
け
に
時
間
が
か
か

り
、
９
時
半
就
寝
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
感

想
に
は
「
自
分
の
事
は
自
分
で
や
る
と

い
う
の
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
（
小
学
校

３
年
）」「
う
ち
に
帰
っ
た
ら
お
母
さ
ん

の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
（
小
学
校
４
年
生
）」「
お
母
さ
ん
へ

の
感
謝
が
大
き
く
な
っ
た
（
小
学
校
６

年
生
）」
と
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
通
学
合
宿
は
、
入
浴
施
設
や

店
舗
、
学
校
に
歩
い
て
通
え
る
場
所
を

考
え
て
箕
作
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
４
日
間
、「
が
ん
ば
っ
て
」「
い
い

思
い
出
つ
く
っ
て
ね
」
と
多
く
の
方
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

も
「
栄
村
の
人
は
や
さ
し
い
ね
」「
こ

ん
な
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
な
ん
て
ビ

ッ
ク
リ
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
箕
作
区
の
み
な
さ
ん
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
は
栄
村
の
よ
さ
を
改
め
て
実

感
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
減
少
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

今
、
子
ど
も
た
ち
の
「
郷
土
愛
」
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
は
子
ど
も
で

も
10
年
後
に
は
地
域
を
担
う
社
会
人
で

す
。
郷
土
愛
や
郷
土
に
対
す
る
愛
着
が

あ
れ
ば
、
た
と
え
村
を
離
れ
て
い
て
も

栄
村
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
村
の
祭
り
や
普

請
を
支
え
る
一
員
に
も
成
り
得
ま
す
。

　

し
か
し
、学
校
と
家
庭
だ
け
で
は「
郷

土
愛
」
は
育
ち
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

が
子
ど
も
な
が
ら
に
感
じ
た
地
域
の
雰

囲
気
や
大
人
の
姿
が
、
将
来
の
郷
土
愛

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
時
地
域
の
大
人
は
ど
の
よ
う

な
背
中
を
見
せ
て
い
た
か
。
若
者
定
住

に
は
、
住
宅
確
保
や
働
く
場
所
の
確
保

だ
け
で
な
く
、
村
民
の
意
識
や
姿
勢
も

重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

栄
村
通
学
合
宿

開
催
!!

栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
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に
存
在
す
る
文
化
で
な
く
な
り
、
危
う

い
存
在
と
な
っ
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
中
に
は
、
栄
村
が
加
盟
す
る
雪

国
観
光
圏
（
湯
沢
町
、
魚
沼
市
、
南
魚

沼
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町
、
群
馬
県

み
な
か
み
町
、
栄
村
が
加
盟
）
の
活
動

も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
雪
国
ら
し
い

方
法
で
食
を
守
っ
て
き
た
伝
統
を
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
現
在
を
生
き

る
人
の
責
務
と
考
え
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
各
地
域
の
伝
統
行
事
や
風
土
か
ら

生
ま
れ
た
食
文
化
で
、
地
域
活
性
化
を

図
る
各
地
の
取
組
み
が
多
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

栄
村
の
食
文
化
は

　

栄
村
の
暮
ら
し
や
風
土
か
ら
生
ま
れ

る
郷
土
料
理
は
、
合
わ
せ
調
味
料
で
作

ら
れ
た
ス
ピ
ー
ド
料
理
と
は
違
い
、
保

存
の
技
や
素
材
を
活
か
す
知
恵
が
詰
ま

っ
た
ぜ
い
た
く
品
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
郷
土
料
理
」
と
い
う
と
、
B
級

グ
ル
メ
や
地
域
の
特
産
と
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
郷
土
料
理
と
は
、「
あ
る
地
域
の

生
活
の
中
で
作
り
、
食
べ
、
継
承
さ
れ

て
き
た
そ
の
土
地
特
有
の
料
理
（
広
辞

苑
）」
の
事
を
言
い
ま
す
。
家
庭
で
作

り
食
べ
続
け
ら
れ
て
き
た
料
理
と
言
わ

た
野
菜
で
食
卓
を
囲
む
喜
び
と
い
っ
た

背
景
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
季

の
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
る
栄
村

の
食
文
化
こ
そ
、
健
康
長
寿
に
結
び
つ

く
暮
ら
し
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
こ
の
暮
ら
し
や
伝
統
行
事
か
ら

生
ま
れ
る
食
文
化
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
、「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
正
確
に
は
「
和
食
：
日
本
人
の
伝

統
的
な
食
文
化
」と
登
録
さ
れ
て
お
り
、

料
理
そ
の
も
の
が
登
録
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
日
本
を
尊
ぶ
と
い
う
日
本
人
の

気
質
に
基
づ
い
た「
食
」に
関
す
る「
習

わ
し
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

こ
の
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
機
に
、「
地
域
の
食
文
化
を
活
用
し

て
地
域
を
元
気
に
す
る
」
目
的
で
、
農

林
水
産
省
は
「
食
文
化
ナ
ビ
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
そ
の
序
章
に
は
、「
特
別

な
ハ
レ
の
日
に
健
康
や
長
寿
に
願
い
を

込
め
、
伝
統
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
食

材
、
発
酵
食
品
、
郷
土
料
理
が
継
承
さ

れ
て
き
た
」
こ
と
、
し
か
し
「
今
日
の

食
生
活
の
現
状
を
見
る
と
『
岐
路
』
の

時
代
と
言
え
、
─
中
略
─
伝
統
的
な

食
の
風
景
は
現
代
に
お
い
て
当
た
り
前

　

栄
村
も
初
夏
の
顔
と
な
り
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
水
鏡
、
カ
エ
ル
の
合
唱
、
畦

道
を
歩
く
と
水
中
生
物
が
た
く
さ
ん
動

く
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
畔
刈
り
の
エ
ン

ジ
ン
音
も
響
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
春
か
ら
里
山
の
恵
み
の
山
菜

を
食
し
、
い
よ
い
よ
夏
に
向
け
て
畑
の

野
菜
が
育
ち
始
め
て
い
ま
す
。
初
も
ぎ

キ
ュ
ウ
リ
や
お・
ろ・
の・
き・
野
菜
が
食
卓
を

彩
っ
て
い
る
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

栄
村
の
暮
ら
し
の
営
み
は
雪
消
え
と

共
に
始
ま
り
ま
す
。
雪
の
下
で
春
を
待

っ
て
い
た
山
菜
を
採
り
、
雪
解
け
水
を

田
に
引
い
て
米
を
作
り
、
せ
っ
つ
ぇ
も

ん
畑
で
自
家
野
菜
を
作
る
。
一
言
に
畑

と
言
っ
て
も
、
春
に
は
収
穫
時
期
を
考

え
て
夏
野
菜
を
作
り
、
お
盆
が
過
ぎ
れ

ば
越
冬
野
菜
を
作
る
。
野
菜
に
合
わ
せ

て
干
し
た
り
漬
け
た
り
、
暖
か
い
と
こ

ろ
へ
置
い
た
り
、
雪
の
下
へ
と
保
存
す

る
。
こ
う
い
っ
た
自
給
自
足
の
暮
ら
し

の
知
恵
や
技
は
、
先
人
か
ら
後
世
へ
と

伝
え
受
け
継
が
れ
た
暮
ら
し
の
業
で
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
土
地
の
風
土
や

気
候
の
中
で
育
っ
た
も
の
を
食
べ
る

「
身
土
不
二
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
土
地
の
食
べ
物
と
体
を
切
り
は
な

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
五
里
四
方
の
も
の
を
食
す
と

病
な
し
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

地
産
地
消
の
考
え
方
で
も
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
暮
ら
す
土
地
の
旬
の
も
の

を
食
べ
、
そ
の
地
域
で
生
活
す
る
こ
と

が
健
康
に
と
っ
て
一
番
い
い
事
で
あ
る

と
い
う
考
え
で
す
。
そ
こ
に
は
、
育
て

る
喜
び
や
収
穫
の
喜
び
、
土
か
ら
作
っ

ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た

日
本
の
食
文
化

一
石
を投

じ
る

食
の
恵
み
に
つ
い
て
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と
が
よ
り
深
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

春
ま
ち
講
演
会
で
講
演
し
て
く
だ
さ

っ
た
和
田
芳
治
氏
は
、
栄
村
の
食
を

「
A
級
グ
ル
メ
」
で
は
な
く
、
永
久
に

絶
え
る
こ
と
の
な
い
「
永
久
グ
ル
メ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
里
の
恵
み
を
知

恵
と
技
で
食
卓
を
飾
る
。
自
分
で
食
べ

物
を
得
て
料
理
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

そ
れ
は
永
久
に
続
い
て
行
く
と
。ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
は
エ
サ
だ
と
も
言
っ
て

い
ま
し
た
。
近
代
化
が
進
み
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
や
コ
ン
ビ
ニ
が
ど
こ
の

地
域
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現

代
を
思
う
と
、
農
林
水
産
省
が
日
本
食

文
化
ナ
ビ
の
序
章
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
た

よ
う
に
、
地
域
特
有
の
食
文
化
が
危
う

い
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
人
ご
と
で

は
な
く
、
私
た
ち
栄
村
に
も
迫
り
来
る

危
機
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
春
、「
わ
ら
び
は
よ
く
出
る

け
ど
、
ゼ
ン
マ
イ
が
出
な
く
な
っ
た
」

と
言
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。
山
菜

に
限
ら
ず
、「
昔
は
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

が
今
は
な
い
」
と
い
う
植
物
素
材
も
あ

る
よ
う
で
す
。
先
に
も
紹
介
し
た
和
田

さ
ん
は
「
草
刈
り
は
無
駄
な
作
業
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
草
を
刈
ら
な
け
れ
ば

れ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
。
同
じ
栄
村
で
も
、
地
域
に
よ

っ
て
多
少
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

年
代
に
よ
っ
て
も
思
い
浮
か
ば
れ
る
も

の
が
違
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
食
べ
繋
い
で
き
た
郷
土
料
理

は
、
比
較
的
長
期
保
存
で
き
る
食
材
を

用
い
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。半
年
ほ
ど
雪
に
埋
も
れ
る
栄
村
で
、

自
給
自
足
で
得
た
食
材
を
上
手
に
活
か

し
な
が
ら
毎
日
食
べ
繋
ぎ
、盆
や
正
月
、

か・
ね・
さ・
ま・
や
よ・
ー・
べ・
す・
さ・
ま・
と
い
っ
た

祭
事
も
賄
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ

た
背
景
を
考
え
る
と
、
継
承
さ
れ
て
き

た
郷
土
料
理
が
暮
ら
し
と
共
に
あ
る
こ

里
は
な
く
な
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

栄
村
の
暮
ら
し
は
、
高
度
経
済
成
長
と

共
に
変
わ
り
、
勤
め
で
田
畑
に
出
る
時

間
は
限
ら
れ
、
自
然
資
源
が
な
く
と
も

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、山
へ
入
る
人
が
少
な
く
な
り
、

ぜ
ん
ま
い
を
干
す
風
景
も
徐
々
に
少
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
日
本
の
里
１
０
０
選
に

選
ば
れ
た
栄
村
。
そ
の
紹
介
に
使
用
さ

れ
た
写
真
は
ゼ
ン
マ
イ
を
揉
む
風
景
で

し
た
。
栄
村
が
加
盟
し
て
い
る
雪
国
観

光
圏
は
、「
気
候
風
土
に
合
っ
た
食
文

化
を
守
り
、次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
」

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
世
間

で
は
、
失
わ
れ
ゆ
く
「
自
然
と
共
存
し

た
暮
ら
し
」
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
今
も

昔
も
変
わ
ら
ぬ
風
景
が
残
さ
れ
て
い
る

栄
村
は
、
自
然
と
共
存
す
る
暮
ら
し
の

知
恵
や
技
を
受
け
継
い
だ
方
が
現
役
で

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
今
も
こ
れ
ら
の
文

化
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

栄
村
の
食
文
化
は
先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
た
栄
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
で
す
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
山
に
入
る
事
や
自

給
自
足
の
暮
ら
し
を
押
し
付
け
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
郷
土
料
理
の
継
承
と

し
て
、
知
る
事
、
実
践
し
て
み
る
こ
と
、

興
味
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
だ
け
ど
、
と
っ

て
も
大
事
な
一
歩
で
す
。

　

こ
の
夏
「
ば
あ
の
ご
っ
つ
ぉ
う
ん
め

～
の
し
」
に
の
っ
て
い
る
レ
シ
ピ
を
一

つ
で
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
し

て
先
人
の
知
恵
を
次
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

食
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と

い
う
こ
と

栄村自然学校　郷土料理づくり（平成29年11月）
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『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』

　

犀
川
・
千
曲
川
で
も
六
月
か
ら
七
月

に
か
け
て
、
各
所
で
鮎
釣
り
が
解
禁
に

な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
漁
協
の
溪
流
マ

ッ
プ
を
見
ま
す
と
、
漁
場
と
し
て
は
北

信
は
湯
田
中
あ
た
り
が
東
の
限
り
で
、

栄
村
域
の
溪
流
や
小
河
川
は
イ
ワ
ナ
、

千
曲
川
は
コ
イ
・
フ
ナ
の
漁
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
イ
ワ
ナ
は
サ
ケ

目
サ
ケ
科
イ
ワ
ナ
属
と
い
い
、
鮭
の
仲

間
で
す
。
戦
後
間
も
な
い
頃
に
千
曲
川

か
ら
鮭
が
姿
を
消
し
て
久
し
く
な
り
ま

す
。
長
野
県
は
今
年
度
か
ら
十
数
年
ぶ

り
に
鮭
の
稚
魚
放
流
を
再
開
し
、
栄
村

も
飯
山
市
と
野
沢
温
泉
村
と
と
も
に
協

力
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
の
体
験
放

流
に
は
栄
村
小
学
校
と
戸
狩
小
学
校
の

児
童
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

千
曲
川
に
鮭
が
戻
っ
て
き
た
ら
ど
ん

な
具
合
に
な
る
の
か
。
誰
が
獲
っ
て
ど

う
使
わ
れ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と
興
味

が
湧
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
千
曲
川
に
鮭

が
来
て
い
た
頃
は
、
栄
村
域
で
も
鮭
を

獲
っ
て
い
ま
し
た
。『
栄
村
史
』
堺
編
・

水
内
編
に
も
一
項
を
設
け
て
、
江
戸
時

代
の
鮭
漁
を
書
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
江

戸
時
代
の
鮭
漁
に
関
心
が
注
が
れ
た

か
、
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
に
は
鮭
を

獲
る
権
利
が
特
別
に
扱
わ
れ
、
財
産
と

見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
今
回
は

そ
の
あ
た
り
の
お
話
し
を
し
ま
す
。

　

森
の
広
瀬
家
文
書
に
、
鮭
川
の
権

利
を
売
り
渡
し
た
証
文
が
あ
り
ま
す
。

何
点
か
あ
る
な
か
で
、
今
回
は
同
じ

年
に
書
か
れ
た
二
点
の
証
文
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
一
点
目
は
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
四
月
に
書
か
れ
た
も
の

で
す
。
書
式
や
内
容
は
江
戸
時
代
の
証

文
の
標
凖
的
な
ス
タ
イ
ル
で
、「
売
渡

申
鮭
川
証
文
之
事
」
と
い
う
表
題
に
続

け
て
売
り
物
件
と
値
段
を
記
し
、
売
却

の
理
由
と
代
金
受
け
取
り
の
確
証
、
今

後
の
扱
い
方
を
述
べ
て
売
主
・
買
い
主

の
名
前
を
記
入
し
て
あ
り
ま
す
。

　

証
文
は
こ
ん
な
内
容
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
　

字
中
条
川
に
あ
る
鮭
川
一
ヶ
所
を

本
金
一
両
で
売
り
渡
す
。

　
　

さ
し
当
た
っ
て
年
貢
金
に
困
っ
た

の
で
お
金
を
無
心
申
し
入
れ
、
書
面

の
私
持
ち
分
の
鮭
川
を
売
渡
し
、
代

金
を
受
け
取
っ
て
年
貢
金
な
ど
諸
払

い
を
済
ま
せ
た
。
こ
の
た
め
、
右
の

川
坪
の
う
ち
私
の
持
ち
分
に
つ
い
て

は
其そ

こ

許も
と

方か
た

で
永
々
所
持
し
、
自
由
に

取
り
扱
い
な
さ
れ
た
い
。
周
囲
か
ら

異
議
を
申
し
立
て
る
者
は
い
な
い
。

後
日
の
た
め
こ
の
よ
う
に
証
文
を
仕

立
て
る
。

　

売
渡
し
人
は
森
村
の
留
之
助
、
受
人

（
保
証
人
）
と
し
て
同
じ
村
の
庄
左
衛

門
が
署
名
捺
印
し
て
い
ま
す
。
買
っ
た

の
は
森
村
の
与
右
衛
門
で
、
幕
末
ご
ろ

の
広
瀬
家
の
当
主
だ
っ
た
人
で
す
。
年

貢
金
に
困
っ
た
、
と
い
う
の
は
証
文
を

書
く
と
き
の
決
ま
り
文
句
な
の
で
、
留

之
助
が
実
際
に
お
金
に
困
っ
て
い
た
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
三

ヶ
月
後
の
七
月
、
二
点
目
の
証
文
が
書

か
れ
ま
す
。
今
度
は
庄
左
衛
門
が
売
り

人
と
な
り
、留
之
助
が
受
人
に
な
っ
て
、

や
は
り
森
村
の
与
右
衛
門
に
字
中
条
川

の
鮭
川
一
ヶ
所
を
金
二
朱
（
一
両
の
八

分
の
一
）
で
売
り
渡
し
ま
し
た
。
庄
左

衛
門
の
証
文
も
同
じ
よ
う
な
内
容
で
す

が
、
こ
ち
ら
は
「
さ
し
当
た
っ
て
の
年

貢
金
は
其
許
方
（
買
い
主
）
で
払
っ
て

お
い
て
下
さ
い
」
と
書
い
て
あ
り
、
売

り
値
の
差
も
そ
の
あ
た
り
に
事
情
が
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

続
き
ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
二
十
七

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
二
十
七

留
之
助
の
鮭
川
証
文
（
廣
瀬
博
明
家
文
書
）
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身
近
に
あ
る
私
た
ち
の
歴
史

　

６
月
２
日
㈯
、
身
近
に
あ
る
石
造
物

に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
、
栄
村
自
然
学
校
で
志
久
見
の
石

造
物
を
め
ぐ
る
「
て
く
て
く
探
検
」
を

行
い
ま
し
た
（
写
真
右
）。
馬ば

頭と
う

観
音
、

六
地
蔵
、
大
地
蔵
、
頌し

ょ
う

徳と
く

碑ひ

、
結け

っ

界か
い

塔と
う

等
、
珍
し
い
石
造
物
を
め
ぐ
り
、
そ
の

意
味
や
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
は
、
昔
か
ら

あ
る
神
社
や
お
堂
、
そ
し
て
様
々
な
石

造
物
が
あ
り
ま
す
。
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
、
信
仰
や
風
習
が
簡
素
化

さ
れ
、
何
の
た
め
に
あ
る
も
の
な
の
か

わ
か
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
石
造
物
に
は
そ
の
集
落
の

歴
史
や
風
習
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
が

大
地
蔵
を
今
の
場
所
へ
引
き
下
ろ
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
話

に
つ
い
て
廣
瀬
全
利
さ
ん
（
志
久
見
）

に
伺
う
と
、「
本
当
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
け
ど
…
」
と
、
志
久
見
に
語
り

継
が
れ
た
お
地
蔵
様
の
伝
説
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

廣
瀬
全
利
さ
ん
の
お
話
　

　
こ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
お
寺
の
上
（
現

在
水
田
）
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
雪
を

使
っ
て
下
に
お
ろ
そ
う
と
し
た
が
、
あ

ま
り
に
大
雪
だ
っ
た
ん
で
取
り
や
め
た

ら
し
い
。
し
か
し
、
人
寄
せ
の
ほ
ら
貝

の
音
が
し
た
と
言
っ
て
、
川
向
こ
う
の

檀
家
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
た
ん
だ
っ

て
。

　
お
地
蔵
さ
ま
は
善
光
寺
地
震
の
前
に

建
て
ら
れ
た
ん
だ
が
、
台
石
に
上
手
に

は
ま
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
け
ど
そ
の

翌
年
に
発
生
し
た
善
光
寺
地
震
に
よ
っ

て
ゆ
す
ら
れ
て
、
台
石
に
ス
ポ
ッ
と
は

ま
っ
た
ら
し
い
ん
だ
。
そ
れ
で
和
尚
さ

ん
は
大
変
喜
ん
だ
み
た
い
だ
よ
。

　
石
を
彫
っ
た
職
人
は
石
沢
万
克
氏

宅
、
鈴
木
茂
氏
宅
に
泊
ま
っ
て
い
た
ら

し
い
ん
だ
け
ど
、
そ
の
お
礼
に
と
言
っ

て
、
切
り
出
し
た
石
で
小
さ
な
お
地
蔵

様
を
彫
っ
て
置
い
て
行
っ
た
ん
だ
っ

て
。
今
も
大
事
に
し
て
あ
る
と
言
っ
て

い
た
よ
。

　

そ
し
て
、
お
地
蔵
さ
ん
を
確
認
し
よ

う
と
鈴
木
茂
さ
ん
宅
へ
伺
う
と
、
お
地

蔵
さ
ま
は
床
の
間
に
し
っ
か
り
と
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
左
）。

　

自
然
学
校
で
は
、
志
久
見
の
県
道
沿

い
に
あ
る
頌
徳
碑
に
つ
い
て
も
触
れ
ま

し
た
。
こ
の
石
碑
に
は
長
文
が
彫
ら
れ

て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
に
も
、「
志
久
見
村
の
村
長
を
し
て

い
た
小
山
寅と

ら

之の

助す
け

が
、
村
民
か
ら
集
め

た
税
金
を
中
野
市
に
あ
る
役
所
へ
届
け

た
が
、
領
収
証
を
も
ら
っ
て
こ
な
か
っ

た
た
め
、
使
い
込
ん
だ
と
思
わ
れ
、
村

民
に
ひ
ど
く
責
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
苦

に
し
た
の
か
、
明
治
３
年
１
月
17
日
に

自
害
し
、
妻
と
子
も
殉
じ
て
一
家
断
絶

し
た
。
そ
の
後
に
支
払
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
、
村
の
人
た
ち
が
供
養
の
た

め
に
自
宅
の
あ
っ
た
場
所
に
石
碑
を
建

て
た
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
志
久
見
に

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
話
に
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
栄
村
史
堺
編
や
下
高

井
郡
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

18
ペ
ー
ジ
の
今
泉
の
春
祭
り
も
き
っ

か
け
は
石
の
祠
で
す
。
い
つ
も
通
る
場

所
や
何
気
な
い
風
景
の
中
に
あ
る
お
堂

や
石
造
物
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
こ
こ
で

暮
ら
し
た
人
々
の
歴
史
が
し
っ
か
り
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

時
に
は
、そ
れ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
、

年
配
の
方
に
聞
い
て
み
る
こ
と
で
、
そ

の
集
落
の
様
々
な
歴
史
が
掘
り
起
こ
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
何
か
が
始
ま
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。�

（
公
民
館　

島
崎
）

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
、
古
文
書
の
調

査
で
、
志
久
見
に
あ
る
大

地
蔵
と
台
石
の
歴
史
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
台
石

は
天
保
15
年（
１
８
４
３
）

に
現
在
の
津
南
町
加
用
か

ら
、
お
よ
そ
９
０
０
も
の

人
足
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、

弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）

に
は
お
寺
の
上
に
あ
っ
た
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年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて…　②今思うこと・言いたいこと

①
学
校
卒
業
後
、
東
京
で
６
年
働
い
た
。
戻
っ
て
き
て
結
婚
。
結
婚
し

た
当
時
は
水
道
も
な
く
、
川
か
ら
水
を
汲
ん
で
米
を
研
い
だ
り
風
呂

を
沸
か
し
て
い
た
。
水
道
が
通
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
夫
が
冬

の
間
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
時
、
朝
の
道
ふ
み
、
日
中
の
勤
め
、
帰
宅

す
る
な
り
屋
根
の
雪
下
ろ
し
と
、
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
と
過
ご
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
姑
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
娘
夫
婦
が
栄
村
に

戻
っ
て
き
て
く
れ
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
友
達
や
家
族

と
海
外
旅
行
へ
行
っ
た
こ
と
が
い
い
思
い
出
。

②
昔
は
必
死
に
な
っ
て
す
べ
て
自
分
た
ち
の
手
で
百
姓
を
し
て
い
た
。

昔
の
苦
労
を
考
え
る
と
今
は
楽
で
も
っ
た
い
な
い
。
月
に
1
度
の
ふ

れ
あ
い
会
で
、
皆
と
手
芸
を
す
る
の
が
楽
し
み
。

①
人
生
を
ふ
り
か
え
る
と
、
社
会
が
複
雑
に
変
動
す
る
中
を
生
き
て
き

た
と
思
う
。
嫁
ぐ
ま
で
は
、
百
姓
や
和
裁
・
洋
裁
と
基
本
を
教
わ
っ

た
お
か
げ
で
今
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
が
あ
る
。
栄
村
が
合
併
し
た
年

に
嫁
ぎ
、
当
時
は
姑
の
あ
た
り
が
強
く
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
じ
境
遇
の
仲
間
が
い
た
お
か
げ
で
つ
ら
い
事
も
う

れ
し
い
事
も
分
か
ち
合
い
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
は
や

り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
て
時
間
が
足
り
な
い
。

②
母
に
「
知
識
と
い
う
も
の
は
学
問
と
は
違
う
。
社
会
へ
出
て
人
と
交

わ
り
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
べ
」
と
教
え
ら
れ
た
。
今
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
一
緒
に
、

残
る
余
生
を
元
気
に
楽
し
く
生
き
て
い
き
た
い
。

①
戦
時
中
、
栄
村
に
爆
弾
が
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
父
は

満
州
へ
派
遣
さ
れ
、大
好
き
だ
っ
た
お
じ
さ
ん
は
召
集
さ
れ
て
戦
死
。

運
動
会
の
お
や
つ
を
買
い
に
父
と
お
店
へ
行
っ
た
幸
せ
な
時
か
ら
、

父
が
生
き
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
中
で
の
、
百
姓
仕
事
や
兄
弟

の
子
守
は
つ
ら
か
っ
た
。
野
々
海
開
拓
工
事
で
は
、
朝
３
時
半
か
ら

牛
を
引
い
て
砂
や
砂
利
を
運
ん
だ
。
24
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
紳
士
服

や
婦
人
服
を
作
る
仕
事
を
始
め
、
今
で
も
姉
妹
で
一
月
に
80
着
く
ら

い
製
作
し
て
い
る
。

②
今
の
時
代
は
個
人
で
楽
し
む
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

大
勢
で
集
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
楽
し
ん
だ
方
が
い
い
。
そ
れ

が
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

桒原ミサコ（83歳）森

ルパンレッドになりたい！
　 キュアエールになりたい！

湊
み な

斗
と

くん（６歳・左） 和
の ど

香
か

ちゃん（４歳・右）

年輪 152

　「俺がいるから」と手をつなぐ兄、「自分でやる」と手
をふりほどく妹。このまま大きくなってくれたらいいな。

樋口祐介さん・麻代さん宅（小滝）

桒原千恵（84歳）　森 小林静子（84歳）森

おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ
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　今、植物園は花ざかり。今は亡き石澤進先生が移植
した山野草や自生した植物が花を咲かせています。現
在は、月に一度石澤先生のお弟子さんである朱雁(し
ゅがん)さんが来村し、村内ボランティアの皆さんと
植物園の管理育成活動を行っています。随時告知放送
にて植物園育成活動の情報をお知らせします。興味関
心のある方は、ぜひご協力お願いします。

　植物園内でホタルの保全活動をしているビーナジの
会のみなさんの取組みによって、たくさんのホタルも
飛んでいます。夏の夕涼みに植物園内をゆったりと散
歩してみてはいかがでしょうか。

今月の一句 〜栄村俳句会〜

　

こ
ら
っ
せ
で
使
わ
れ
て
い
る
お
下
が
り

の
机
と
椅
子
を
見
て
「
栄
村
の
子
ど
も
た

ち
は
高
級
な
机
と
椅
子
で
勉
強
し
て
い
る

ん
だ
ね
」
と
来
館
し
た
人
が
話
し
て
い
ま

し
た
。
木
製
で
さ
ら
に
高
さ
の
変
え
ら
れ

る
机
と
椅
子
は
値
段
が
高
く
て
と
て
も
予

算
が
つ
か
な
い
そ
う
で
す
。
栄
村
は
地
域

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
に
お
金
を
か
け
て
い

る
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
先

生
の
要
望
に
す
ぐ
対
応
す
る
の
は
す
べ
て

子
ど
も
の
た
め
に
な
る
か
ら
な
の
で
す
。

当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
と
て
も

す
ご
い
事
な
の
で
す
ね
。
栄
村
で
子
育
て

で
き
る
っ
て
素
敵
な
こ
と
で
す
。 

（
和
）

　この４月に飯山高校に入学して、新しい学
校生活を日々楽しんでいます。
　高校に入って、生活のリズムが変わり、体
の調子が良くないことが多くなり、まだ戸惑
っていることも多いです。勉強や部活動など
も、中学の時とは全く違うので慣れるのに時
間がかかりそうですが、ゆっくりと努力した
いです。 藤木智広さん（16歳）極野

～相手の立場になって考えてみる～
　19ページで紹介した通学合宿の子どもたちのよ
うに、相手の立場を経験することで初めて大変さ
やありがたさがわかります。それと同じように、
言われて初めて気づく辛さ、やられて初めてわか
るくやしさがもあります。自分がされて嫌だった
ことはやらない、相手の立場を自分に置き換えて
考えてみるという意識が、笑顔あふれる家庭や地
域を築いていくのです。

今月の一句 〜栄村俳句会〜人権ミニ講座②

▲イブキジャコウソウ

草
を
刈
る
背
を
わ
た
り
ゆ
く
風
青
し�

杉
浦
恵
子

蕗
煮
る
や
子
に
は
分
か
ら
ぬ
ほ
ろ
苦
さ�

柳
　
静
江

永
久
に
咲
け
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
の
朱
の
か
ほ
り�

馬
場
澤
子

芍
薬
の
崩
れ
る
と
き
の
潔
し�

関
谷
貞
子

震
度
五
強
忘
る
膝
痛
五
月
尽�

齋
藤
は
る
子

あ
れ
こ
れ
と
亡
き
妻
書
き
し
春
日
記�

福
原
勇
一

粟
ま
き
し
秋
の
実
り
が
ま
た
楽
し�

山
田
セ
キ

山
に
い
ず
マ
タ
ギ
里
に
て
熊
と
り
す�

山
田
政
治

編
集
後
記

おおき
くな〜れ

おおき
くな〜れ栄村自然植物園情報



議会費 議会運営のための経費
（議員数23人、定例会は年２回）

総務費 事務局の運営や広域連合全般の事務を行うための経
費

民生費
介護認定審査会（委員数36人）・養護老人ホームへ
の入所判定委員会・特養の入所検討委員会等の運営
を行うための経費

衛生費 病院群輪番制病院への運営費補助
公債費 老人ホームの建設のために借入れをした資金の償還

分担金
及び

負担金

北信６市町村からの分担金等
（各市町村からの分担金の割合は、事業を行うため
に必要な金額を、平均割25％、前年の10月１日現
在の人口を基礎とした人口割75％で主に計算）

財産収入 地域振興基金の運用利子収入
繰入金 特別会計からの繰入金
繰越金 平成29年度会計からの繰越金
諸収入 雑入

一般会計

財産収入
7,236千円
（2.96％）

発行／北信広域連合 〒389-2101 長野県中野市大字豊津2508 中野市豊田支所内 TEL.0269-38-5050  FAX.0269-38-5051  Eメール： kouiki@hokusin.or.jp

vol.412018 夏号
ホームページアドレス
信越自然郷ホームページ
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http://shinetsu-shizenkyo.com/

繰越金
2,400千円
（0.98％）

　総額22億6,821万5千円の平成30年度予算が連合議会２月定例会で成立しました。
　一般会計では、特別養護老人ホーム建設資金の借入金返済に6,007万1千円、病院郡輪番制病院運営事業への補助金
に3,367万4千円を計上しました。
　特別会計では、特別養護老人ホームふるさと苑のボイラー更新工事のほか、施設設備の改修、特殊浴槽の更新、車いす
の購入など介護用品の更新・購入等の予算を計上し、より一層の介護サービスの充実を図ります。

北信広域連合　平成30年度予算の概要

衛生費
33,674千円
（13.79％）

分担金及び負担金
135,586千円
（55.54％）

分担金及び負担金
135,586千円
（55.54％）

財産収入
7,236千円
（2.96％）

総務費
78,700千円
（32.24％）

総務費
78,700千円
（32.24％）

民生費
70,180千円
（28.75％）

民生費
70,180千円
（28.75％）

公債費
60,071千円
（24.61％）

繰越金
2,400千円
（0.98％）

公債費
60,071千円
（24.61％）

（単位：千円）特 別 会 計 【2,024,092千円】
特別養護老人ホーム望岳荘事業

特別養護老人ホーム高社寮事業

養護老人ホーム高社寮事業

特別養護老人ホーム千曲荘事業

養護老人ホーム千曲荘事業

特別養護老人ホームいで湯の里事業

特別養護老人ホーム菜の花苑事業

特別養護老人ホームふるさと苑事業

416,962

37,483

157,982

296,999

127,063

329,397

320,157

338,049

歳 出
244,123

千円

歳 入
244,123

千円
繰入金
98,767千円
（40.47％）

繰入金
98,767千円
（40.47％）

繰入金
98,767千円
（40.47％）

諸収入
134千円
（0.05％）

予備費
1,000千円（0.41％） 議会費

498千円（0.20％）

諸収入
134千円
（0.05％）

予備費
1,000千円（0.41％） 議会費

498千円（0.20％）

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙
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1. 市町村別新規入所者数（平成29年4月～平成30年3月）

1. 市町村別新規入所者数（平成29年4月～平成30年3月）

中野市 飯山市 山ノ内町 木島平村 野沢温泉村 栄村 その他 計

合　計 36 41 31 7 9 2 0 126

中野市 飯山市 山ノ内町 木島平村 野沢温泉村 栄村 計

計 5 4 0 0 1 0 10

2. 市町村別入所者数（平成30年3月31日現在）

2. 市町村別入所者数（平成30年3月31日現在）

中野市 飯山市 山ノ内町 木島平村 野沢温泉村 栄村 その他 計

望岳荘 16 47 13 9 3 1 0 89（91）

高社寮 平成 30 年 3 月 3 日付け高社寮の特養は、中野市の特別養護老人ホーム「高社の家」
に移管されています。

千曲荘 9 29 9 5 7 0 0 59（60）

いで湯の里 30 7 27 0 3 0 0 67（70）

菜の花苑 9 31 4 5 9 0 1 59（62）

ふるさと苑 14 32 15 4 2 2 0 69（71）

計 78 146 68 23 24 3 1 343（354）

中野市 飯山市 山ノ内町 木島平村 野沢温泉村 栄村 その他

高社寮 20 2 2 2 2 0 28（50）

千曲荘 4 22 1 1 3 2 33（50）

計 24 24 3 3 5 2 61（100）

平成29年度 特別養護老人ホーム入所者の状況

平成29年度 養護老人ホーム入所者の状況

 ・（　）内の数値は各施設の定員数
 ・入所者数が定員に満たない施設の欠員については、31日時点で入所調整中によるものです。
 ・  （　) の定員数については平成30年5月1日付けで変更された数値が入っています。また、それに併

せて短期入所の定員数も変更された施設があります。詳しくは北信広域連合ホームページをご覧く
ださい。

 ・  （　) 内の数値は各施設の定員数
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市町村別審査件数と審査判定結果
（期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日）

市町村別審査件数と審査判定結果
（期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日）

市町村 審査件数

中野市 2,091　

飯山市 1,184　

山ノ内町 729　

木島平村 222　

野沢温泉村 181　

栄村 168　

計 4,575　

市町村 審査件数

中野市 73  

飯山市 46

山ノ内町 22

木島平村 8

野沢温泉村 3

栄村 3

計 155

介護認定審査の状況

障害支援区分認定審査の状況

　平成29年度の介護
認定審査会による審査
判定状況についてお知
らせします。
　審査会は、年間148
回開催し、1回の審査
会で31件程度の案件
を審査しました。

　平成29年度の障害
支援区分認定審査会に
よる審査判定状況につ
いてお知らせします。
　審査会は、年間12
回開催し、1回の審査
会で13件程度の案件
を審査しました。

　介護認定審査会は、審査対象者について、認定調査票のうち「基本調査」及び「特記
事項」並びに「主治医意見書」に記載された主治医の意見に基づき、介護の手間にかか
る審査判定を行い、要介護状態等区分を決定しています。

　障害支援区分とは、身体障がい、知的障がい、精神障がい、難病をお持ちの方の障が
いの多様な特性や、その他の心身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合を総
合的に示すものです。

区分2
53件
(34.2%)

区分3
35件
(22.6%)

区分4
25件
(16.1%)

区分6
20件
(12.9%)

区分5
19件
(12.3%) 審査判定

結果
155件

審査判定
結果
155件

非該当 0件 (0%)非該当 0件 (0%) 区分 1
3件 (1.9%)

区分2
53件
(34.2%)

区分3
35件
(22.6%)

区分4
25件
(16.1%)

区分6
20件
(12.9%)

区分5
19件
(12.3%)

区分 1
3件 (1.9%)

要支援1
381件

（8.3%) 要支援2
453件

（9.9%)

要介護1
956件

(20.9%)

要介護2
860件

(18.8%)

要介護3 
722件

(15.8%)

要介護5
568件 

(12.4%) 

要介護4
628件

(13.7%) 審査判定
結果
4,575件

非該当 7 件 (0.2%)非該当 7 件 (0.2%)

要支援1
381件

（8.3%) 要支援2
453件

（9.9%)

要介護1
956件

(20.9%)

要介護2
860件

(18.8%)

要介護3 
722件

(15.8%)

要介護5
568件 

(12.4%) 

要介護4
628件

(13.7%) 審査判定
結果
4,575件



北信広域連合職員採用試験のお知らせ

【短大卒業程度】
看護師

学歴 短大卒業程度の学力を有する者

年齢 昭和38年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた者

資格
看護師の資格を有する者。ただし、平成30年度に実施され
る看護師国家試験により、当該資格の取得見込み者を含む。

【高校卒業程度】
介護員等

学歴 高校卒業程度の学力を有する者

年齢 昭和58年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた者

住所
採用後は北信広域連合組織市町村に居住し、住民登録をす
るものとする。

北信広域管内 穴場観光スポット　　 ※今後、各市町村を順次ご紹介します。中野市

鴨ヶ嶽山頂の景色（提供：中野市役所）

鴨ヶ嶽（かもがたけ）
　鴨ヶ嶽は中野市街地の東側、山ノ内町との境に位置
し、山頂には戦国時代、高梨氏によって築かれた県史
跡・鴨ヶ嶽城跡があります。標高は688.3メートル、
登山口から鴨ヶ嶽山頂までは1,056メートルと短く、
森林遊歩道は年に２回春と秋に整備していますので、
登山初心者やご年配の方でも快適に豊かな自然を満喫
できます。山頂では、中野市街地や北信五岳を一望す
ることができ、登山者が自由に書ける雑記帳には、そ
の時々の登山者それぞれの思いが綴られています。

北｜信｜広｜域｜連｜合｜広｜報｜紙

　北信広域連合では、平成31年4月1日採用予定の職員採用試験を下記のとおり実施します。
　受験を希望される場合は、受験申込書に必要事項を記入のうえ、受付期間内にお申し込みく
ださい。

□受付期間：平成30年7月9日（月）～8月17日（金）

□職種・採用予定人員： 【短大卒業程度】看護師　　若干名
 【高校卒業程度】介護員等（介護・調理・事務）　若干名

□受験資格

□第1次試験：平成30年9月16日（日）　中野市豊田支所会議室

□申込・問合せ先：〒389-2101 中野市大字豊津2508番地（中野市豊田支所内）
 北信広域連合事務局　総務係　電話0269-38-5050

□申込書：  北信広域連合事務局（中野市豊田支所内）等に設置するほか、北信広域連合ホームペー
ジからダウンロードできます。

　　　　　【ホームページ　http://www.hokusin.or.jp/index.html】




